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お
だ
ま
り
、
意
気
地
な
し
め
！　

私
に
同
情
し
て
な
ん
か
貰
い
ま
す
ま
い
！　

私
は
も

う
死
ぬ
か
自
由
に
な
る
か
、
二
つ
に
一
つ
で
す
！

ガ
ル
シ
ン
「
ア
ッ
タ
レ
ー
ア
・
プ
リ
ン
ケ
プ
ス
」（
神
西
清
訳
・
岩
波
文
庫
）

は
じ
め
に

一
九
四
七
年
、
管
野
須
賀
子
の
獄
中
手
記
『
死
出
の
道
艸
』
を
は
じ
め
と
す
る
、

大
逆
事
件
被
告
人
た
ち
の
手
記
類
が
神
崎
清
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。一
九
五
〇
年
、

神
崎
編『
大
逆
事
件
記
録
第
一
巻 

獄
中
手
記
』と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
の
手
記
類
は
、

そ
の
後
の
大
逆
事
件
（
幸
徳
事
件
）
研
究
を
切
り
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。

神
崎
は
、『
死
出
の
道
艸①

』
の
解
説
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

今
ま
で
す
が
子
は
、
伝
説
的
に
や
や
も
す
れ
ば
婬
婦
・
毒
婦
の
た
ぐ
い
と
し

て
扱
わ
れ
、
政
治
的
に
も
人
間
的
に
も
、
二
重
の
意
味
で
気
の
毒
な
被
害
者
に

な
つ
て
い
た
。『
死
出
の
道
艸
』
は
、す
く
な
く
と
も
こ
う
し
た
不
利
な
立
場
か

ら
す
が
子
を
解
放
し
て
、
日
本
の
革
命
運
動
史
の
な
か
で
彼
女
の
坐
る
べ
き
適

当
な
皮
椅
子
を
あ
た
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（『
獄
中
手
記
』
一
二
一
〜
二
頁
）

政
治
的
・
人
間
的
な
二
重
の
被
害
か
ら
の
救
済
。
革
命
運
動
史
の
な
か
の
正
当
な

位
置
づ
け
。
こ
う
し
た
問
題
系
に
そ
っ
て
、
神
崎
は
『
革
命
伝
説 

大
逆
事
件
の
人
び

と
』
全
四
巻
（
芳
賀
書
店
、
一
九
六
八
〜
六
九
年
）
／
改
題
版
『
大
逆
事
件 

幸
徳
秋
水

と
明
治
天
皇
』
全
四
巻
（
あ
ゆ
み
出
版
、
一
九
七
六
〜
七
七
年
）
の
な
か
で
、
管
野
須
賀

子
を
先
駆
的
な
「
革
命
婦
人
」
と
位
置
づ
け
た
。

さ
ら
に
、
一
九
七
〇
年
に
は
、
絲
谷
寿
雄
が
『
管
野
す
が 

―
平
民
社
の
婦
人
革
命

家
像
―
』（
岩
波
新
書
）
を
刊
行
し
、
よ
う
や
く
生
涯
の
全
貌
が
見
わ
た
せ
る
状
況
と

な
っ
た
。

し
か
し
、
管
野
須
賀
子
を
妖
婦
と
し
て
扱
い
、
奔
放
な
男
性
遍
歴
を
暴
露
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
荒
畑
寒
村
の
『
寒
村
自
伝
』（
板
垣
書
店
、
一
九
四
七
年
／
『
荒
畑

寒
村
著
作
集
』
第
九
・
十
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
）
に
依
拠
す
る
部
分
も
多
く
、
右
の

初
期
研
究
は
、
こ
う
し
た
「
事
実
」
を
、
管
野
の
側
に
立
っ
て
合
理
的
に
説
明
し
よ

う
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
研
究
の
「
成
果
」
を
最
大
限
に
利
用
し
た
顕

著
な
例
は
、
刑
死
前
一
日
の
管
野
の
内
面
に
肉
薄
し
た
瀬
戸
内
晴
美
『
遠
い
声
』（
新

潮
社
、
一
九
七
〇
年
／
『
瀬
戸
内
寂
聴
集
』
第
六
巻
、
新
潮
社
、
二
〇
〇
一
年
）
で
あ
る
。

そ
の
後
、
清
水
卯
之
助
編
『
管
野
須
賀
子
全
集
』
全
三
巻
（
弘
隆
社
、
一
九
八
四
年
。

以
下
、
本
全
集
か
ら
の
引
用
は
「
管
野
全
集
」
と
略
記
す
る
）
が
刊
行
さ
れ
て
多
く
の
記

事
・
小
説
・
書
簡
類
が
開
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
谷
渡
『
管
野
ス
ガ
と
石
上
露
子
』

（
東
方
出
版
、
一
九
八
九
年
）
が
宇
田
川
文
海
の
思
想
的
影
響
を
指
摘
し
て
、
文
海
の
妾

と
な
る
こ
と
で
執
筆
の
場
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
た
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
定
説
を
正

面
か
ら
否
定
し
た
。
ま
た
、
清
水
卯
之
助
『
管
野
須
賀
子
の
生
涯

―
記
者
・
ク
リ

逆
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野
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法

―

村　

田　

裕　

和
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ス
チ
ャ
ン
・
革
命
家
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
が
、
そ
の
生
い
立
ち
や
「
革
命
家
」

以
前
の
姿
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
、
よ
う
や
く
そ
の
全
体
像
と
功
績
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。『
寒
村
自
伝
』
の
悪
意
に
近
い
誤
り
は
、と
く
に
大
谷
渡
が
詳
細
に

検
討
し
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
は
、
堺
利
彦
が
明
治
四
十
四
年
三
月
十
五
日
付
で
石
川
半
山
に
宛

て
た
書
簡②

の
な
か
に
、
管
野
が
み
ず
か
ら
堺
に
「
告
白
」
し
た
と
い
う
彼
女
の
過
去

（『
寒
村
自
伝
』
と
重
複
す
る
点
が
多
い
）
が
書
か
れ
て
お
り
、
大
逆
事
件
取
り
調
べ
の

際
、
検
事
に
「
只
強
情
な
負
惜
し
み
一
つ
で
、
幸
ひ
に
婬
売
に
も
紡
績
女
工
に
も
成

ら
な
か
つ
た
と
い
う
ふ
様
な
悲
惨
な
過
去
の
境
遇
」「
小
説
的
な
経
歴
」
を
す
べ
て

語
っ
た
と
『
死
出
の
道
艸
』
に
み
ず
か
ら
記
し
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
瀬
戸
内
寂

聴
の
想
像
力
が
「
事
実
」
と
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
ま
た
否
定
で

き
な
い
。

そ
も
そ
も
管
野
須
賀
子
は
、
存
命
中
の
新
聞
記
事
や
一
種
の
モ
デ
ル
小
説
以
来
、

繰
り
返
し
、
語
ら
れ
、
表
象
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
。
神
崎
の
言
う
よ
う
に
、
唯
一
の

女
性
被
告
と
し
て
の
管
野
須
賀
子
へ
の
複
合
的
な
抑
圧
が
存
続
し
て
い
た
中
で
、
研

究
者
が
「
名
誉
回
復
」
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た

と
い
え
る
が
、
し
か
し
実
際
に
お
い
て
は
、
研
究
的
言
説
も
ま
た
管
野
須
賀
子
を
語

る
こ
と
・
表
象
す
る
こ
と
の
継
続
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
本
論
も
ま
た
そ
の
例
外

で
は
な
い
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
事
態
の
「
存
続
」
は
、
大
逆
事
件
が
な
お
係
争
中

の
問
題
系
で
あ
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
内
部
に
は
、
ま
だ
わ
れ
わ

れ
が
は
っ
き
り
と
認
識
で
き
て
い
な
い
課
題
が
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
温
存
さ

れ
て
き
た
こ
と
の
反
映
で
も
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

評
伝
的
研
究
と
並
ん
で
、
管
野
の
獄
中
手
記
『
死
出
の
道
艸
』
に
対
す
る
文
学
的

な
評
価
も
す
す
め
ら
れ
た
。
神
崎
清
は
、
事
件
を
描
い
た
「
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」

と
し
て
そ
の
価
値
を
認
め
て
『
明
治
文
学
全
集
96 

明
治
記
録
文
学
集
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
六
七
年
）
に
採
録
し
、森
山
重
雄
は
「
自
己
の
姿
を
一
箇
の
純
粋
な
感
受
性
の
透

明
体
に
化
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
獄
中
手
記
中
唯
一
の
文
学
的
感
動
を
持
つ
も
の
に

高
め
ら
れ
て
い
る
と
評
し
た③

。
ま
た
渡
部
直
己
は
『
不
敬
文
学
論
序
説
』（
太
田
出
版
、

一
九
九
九
年
／
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）
で
、
大
逆
事
件
裁
判
に
対
す
る
批
評

性
の
高
い
言
説
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、
絓
秀
実
『「
帝
国
」
の
文
学
』（
以
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
や
、

内
藤
千
珠
子
『
帝
国
と
暗
殺
』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
五
年
）
の
よ
う
に
、
当
時
の
新
聞
メ

デ
ィ
ア
に
お
け
る
表
象
や
、文
学
的
記
号
性
に
着
目
し
た
研
究
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
変
化
は
、
大
逆
事
件
の
歴
史
的
時
間
が
一
世
紀
を
経
て
大
き
く
変
容
し
、

未
着
手
の
課
題
が
表
面
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
研
究
は
、
管
野
自
身
の
書
い
た
文
章
を
ほ
と
ん
ど
参
照
せ
ず
、
大
逆
事
件
と
い

う
そ
れ
自
体
が
行
為
遂
行
的
に
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
強
固
な
言
説
の
構
造
物
を
解
体

し
よ
う
と
す
る
従
来
の
研
究
史
と
も
断
絶
し
、
そ
の
結
果
、
事
件
に
た
い
す
る
批
判

的
介
入
の
足
場
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
小
説
も
書
い
た
あ
る
ひ
と
り
の
女

性
新
聞
記
者
は
、な
ぜ
あ
の
よ
う
な
死
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
彼
女
は
、

獄
中
で
平
出
修
に
宛
て
て
一
葉
よ
り
も
晶
子
が
「
大
す
き④

」
と
書
い
て
い
た
が
、
そ

の
一
葉
や
晶
子
の
末
期
と
比
べ
て
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
不
当
な
死
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。
た
と
え
、
被
告
中
唯
一
の
女
性
と
い
う
単
純
な
一
点
の
「
事
実
」
の
認

定
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
ぜ
そ
れ
が
一
葉
や
晶
子
で
は
な
く
、
管
野
須
賀
子
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。「
革
命
家
」へ
の
道
の
り
を
描
い
て
き
た
実
証
的
研
究

の
批
判
的
継
承
と
い
う
点
か
ら
も
問
題
は
同
じ
で
あ
る
。
管
野
須
賀
子
と
い
う「
名
」

を
、
首
尾
一
貫
し
た
主
体
と
し
て
歴
史
に
書
き
込
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な

く
、
は
た
し
て
そ
こ
に
「
名
」
が
存
在
し
た
の
か
も
疑
わ
し
い
存
在
の
〈
声
〉
を
い

か
に
聞
き
分
け
、
そ
の
〈
顔
〉
を
い
か
に
見
出
す
か
に
そ
れ
は
か
か
わ
っ
て
い
る
。
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１　
「
名
」
の
喪
失

た
と
え
ば
管
野
よ
り
も
九
年
早
く
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
生
ま
れ
た
、戸
籍
名

を
「
奈
津
」
と
記
さ
れ
た
ひ
と
り
の
女
性
は
、
み
ず
か
ら
が
書
簡
や
日
記
、
歌
な
ど

に
署
名
す
る
際
に
は
「
な
つ
」「
夏
」「
な
つ
子
」「
夏
子
」
と
書
き
付
け
て
い
た
。

二
十
世
紀
の
あ
る
時
期
ま
で
、
作
家
に
限
ら
ず
、
書
く
主
体
と
な
っ
た
女
性
た
ち
の

「
名
」
は
、
こ
の
よ
う
な
か
す
か
な
振
動
を
お
び
て
い
た
。
そ
れ
は
、
男
性
の
書
く
主

体
が
、
い
く
つ
も
の
雅
号
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
あ
る
い
は
政
治
的
な
配
慮
に
基
づ
く
変

名
や
イ
ニ
シ
ア
ル
表
記
な
ど
を
使
い
分
け
た
こ
と
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
位
相
に

あ
っ
た
。

お
お
む
ね
、
近
代
の
男
性
知
識
人
の
成
立
は
、「
名
」
と
生
身
の
身
体
と
の
結
合
を

基
礎
と
し
て
、
複
数
の
「
名
」
を
集
中
的
に
支
配
／
管
理
す
る
主
体

―
メ
デ
ィ
ア

に
お
け
る
行エ

ー
ジ
エ
ン
シ
ー

為
体
と
し
て
「
名
」
を
行
使
す
る
主
体

―
の
獲
得
と
い
う
側
面
を
伴

う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

他
方
、
戸
籍
上
の
記
載
と
通
称
名
と
の
差
異
、
通
称
が
筆
記
さ
れ
る
際
の
仮
名
・

漢
字
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
、
名
前
の
末
尾
の
「
子
」
の
有
無
な
ど
、
書
か
れ

た
「
名
」
の
微
細
な
揺
れ
に
は
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
に
収
斂
さ
せ
る
べ
き
統
御
的
な

力
は
働
か
な
い
。「
一
葉
」
と
い
う
号
が
、下
位
に
置
か
れ
た
そ
の
複
数
の
「
名
」（
な

つ
・
夏
…
）
統
御
し
な
が
ら
、
今
日
な
お
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
行
為
体
で
あ
り
つ
づ
け
て

い
る
の
は
、
き
わ
め
て
例
外
的
で
特
異
な
例
で
あ
る
。

標
識
と
し
て
の
〈
ひ
と
つ
の
名
〉
の
獲
得
は
、
あ
る
一
群
の
テ
ク
ス
ト
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
モ
・
草
稿
・
異
稿
等
々
を
所
有
し
、
そ
の
所
有
を
主
張
す
る
ひ
と
つ
の
首

尾
一
貫
し
た
主
体
が
言
説
空
間
に
実
体
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。「
一
葉
」と
い
う

「
名
」は

―
そ
の
女
性
の
内
的
な
流
動
と
は
別
の
と
こ
ろ
で

―
ま
さ
に
そ
う
し
た

首
尾
一
貫
性
を
明
治
の
女
性
作
家
が
獲
得
し
た
こ
と
を
示
す
象
徴
的
な「
名
」で
あ
っ

た
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
生
ま
れ
の
管
野
須
賀
子
の
「
名
」

は
、
い
ま
だ
に
亀
裂
を
か
か
え
つ
づ
け
て
い
る
。
二
種
類
の
姓
（
菅
野
・
管
野
）
と
、

無
数
に
分
裂
・
増
殖
し
て
い
く
名
の
数
々
（
す
が
、
ス
カ
、
ス
ガ
、
す
が
子
、
須
賀
子
、

幽
月
、
月
）。
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
現
れ
て
く
る
名
前
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
根
拠
を
主
張
し

あ
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
氏
名
表
記
の
問
題
に
ふ
れ
る
。
戸
籍
謄
本
に
よ
っ
た
大
審
院
判
決

書
で
は
竹
か
ん
む
り
の
「
管4

野
ス
カ
」
で
あ
る
が
、本
人
自
身
『
死
出
の
道
艸
』

の
署
名
に
、
草
か
ん
む
り
の
「
菅4

野
す
が
子
」
を
使
っ
て
い
る
こ
と
は
、
戸
籍

か
ら
は
な
れ
た
本
人
の
筆
名
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。森
長
英
三
郎
弁
護
士
の『
風

霜
五
十
余
年
』
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
管
野
ス
カ
」
と
「
菅
野
す
が
」
の
二
種
類

の
戸
籍
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
両
者
の
ど
ち
ら
を
使
っ

て
も
戸
籍
上
の
誤
記
に
な
ら
ぬ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。〔
傍
点
原

文
〕（
四
〇
七
頁
）

神
崎
清
「
解
題
」『
明
治
文
学
全
集
96
』（
一
九
六
七
年
）

　

な
お
彼
女
の
氏
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）
の
判

決
書
に
は
管
野
ス
ガ
と
あ
る
が
、
彼
女
自
身
、
す
が
子
と
い
う
よ
う
に
片
仮
名

で
は
な
く
常
に
平
仮
名
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
本
書
で
は
管
野
す
が
と
平
仮
名

で
書
く
こ
と
に
し
た
。
須
賀
子
と
い
う
の
は
筆
名
で
あ
る
。
管
野
と
い
う
姓
も

古
い
戸
籍
に
は
菅
野
（
草
か
ん
む
り
）
と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
本
書
で
は

判
決
時
の
管
野
（
竹
か
ん
む
り
）
を
用
い
た
。（[p.iii]

）

絲
谷
寿
雄
『
管
野
す
が
』（
一
九
七
〇
年
）

　

日
本
の
ソ
フ
ィ
ア
・
ペ
ロ
フ
ス
カ
ヤ
た
ら
ん
と
し
た
こ
の
女
性
の
名
は
、
資

料
に
よ
っ
て
「
ス
ガ
」「
す
が
」「
す
が
子
」
と
別
記
さ
れ
、姓
に
つ
い
て
も
「
菅
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野
」「
管
野
」
の
異
同
が
散
見
す
る
が
、本
書
で
は
絲
谷
寿
雄
に
倣
い
「
管
野
須

賀
子
」
に
統
一
す
る
。（
三
〇
三
頁
）

渡
部
直
己
『
不
敬
文
学
論
序
説
』（
一
九
九
九
年
／
二
〇
〇
六
年
）

管
野
の
年
譜
的
記
述
は
、主
に
絲
谷
寿
雄
『
管
野
す
が
』
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。

な
お
、「
管
野
す
が
子
」
の
氏
名
の
記
述
は
、「
菅
野
」、「
す
が
」、「
ス
ガ
」、「
須

賀
子
」、「
幽
月
」（
雅
号
）
等
と
幾
つ
か
存
在
し
、
一
つ
に
決
定
し
う
る
参
照
先

は
存
在
し
な
い
が
、
本
書
で
は
と
も
か
く
統
一
し
た
。（
三
五
五
頁
）

絓
秀
実
『「
帝
国
」
の
文
学
』（
二
〇
〇
一
年
）

神
崎
清
は
、
自
筆
署
名
「
菅
野
す
が
子
」
を
戸
籍
か
ら
の
距
離
に
お
い
て
計
測
し

よ
う
と
す
る
。
し
か
し
奇
妙
な
こ
と
に
、
神
崎
編
集
の
『
死
出
の
道
艸
』
の
ど
こ
に

も
、
活
字
で
「
菅
野
す
が
子
」
と
組
ま
れ
た
箇
所
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
全

集
版
口
絵
の
『
死
出
の
道
艸
』
に
み
え
る
署
名
も
「
管
野
須
賀
子
」
で
あ
る
。
本
文

中
、
管
野
は
こ
の
「
日
記
」
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
言
及
し
て
「
一
切
の
虚
偽
と
虚
飾

を
斥
け
て
赤
裸
々
に
管
野
須
賀
子
を
書
く
の
で
あ
る
」（
一
月
二
十
日
）
と
書
い
て
い

た
。「
管
野
須
賀
子
」
と
筆
記
す
る
こ
と
を
、
自
己
の
「
名
」
と
し
て
採
択
す
る
と

は
っ
き
り
と
宣
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
の
絲
谷
寿
雄
は
、
竹
冠
の
「
管
」
を
判
決
書
（
戸
籍
）
に
依
拠
し
て
採
用
し
、
自

筆
署
名
「
す
が
子
」
に
も
留
意
す
る
と
し
た
結
果
、「
管
野
す
が
」
と
い
う
名
を
作
り

0

0

出
し
て

0

0

0

し
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
た
と
え
ば
、
当
時
の
同
志
た
ち
の
手
紙
な
ど

を
根
拠
に
「
管
野
す
が
」
を
採
用
す
る
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
選
択
の
論
理
が
働

い
て
い
る
。
女
の
「
名
」
は
、
戸
籍
と
自
署
に

―
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て

―
引

き
裂
か
れ
て
い
る
。

三
つ
目
の
渡
部
直
己
は
絲
谷
著
の
『
大
逆
事
件
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
〇
年
／
た
だ

し
一
九
六
〇
年
刊
の
増
補
版
）
を
典
拠
と
し
た
結
果
で
あ
る
。
次
の
絓
秀
実
は
、『
管
野

す
が
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
述
べ
な
が
ら
、
な
ぜ
か
「
管
野
す
が
子4

」
に
統
一

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
絲
谷
の
場
合
は
、自
署
と
戸
籍
に
引
き
裂
か
れ
な
が
ら
も
、

そ
れ
ら
を
何
と
か
統
合
し
よ
う
と
の
苦
心
の
産
物
が
「
管
野
す
が
」
な
の
で
あ
っ
た
。

絓
は
、
も
は
や
根
拠
を
示
す
こ
と
す
ら
放
棄
し
て
い
る
よ
う
あ
る
。
し
か
し
神
崎
の

「
菅4

野
す
が
子
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
、「
管4

野
す
が
子
」
と
い
う
署
名
は
、
少

な
く
と
も
『
管
野
須
賀
子
全
集
』
か
ら
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
新
聞
記
事

で
も
書
簡
で
も
、
署
名
は
常
に
「
須
賀
子
」「
幽
月
／
幽
月
女
」
で
、
新
聞
記
事
な
ど

で
は
姓
（
管
野
）
が
記
さ
れ
る
の
も
ご
く
ま
れ
で
あ
る
。
秋
水
宛
書
簡
や
、『
自
由
思

想
』
の
後
記
な
ど
で
「
幽
月
」
を
略
し
て
「
月
」
と
記
し
て
い
る
例
が
、
親
密
圏
に

お
け
る
「
筆
名
」
と
い
え
な
く
も
な
い
。

父
が
呼
び
か
け
た
名
、
戸
籍
係
が
書
き
込
ん
だ
名
、
法
が
死
を
与
え
た
名
、
編
集

者
が
原
稿
に
書
き
込
ん
で
植
字
工
が
活
字
に
組
ん
だ
名
、
み
ず
か
ら
手
紙
に
記
し
た

名
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
名
」
が
せ
め
ぎ
あ
う
な
か
で
、
論
者
た
ち
が
〈
ひ
と
つ
の
名
〉

を
決
定
し
よ
う
と
苦
心
す
る
様
は
涙
ぐ
ま
し
く
さ
え
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、
名
の

複
数
性
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
名
の
い
ず
れ
に
も
決
定
的
な
優
位
性
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
論
者
た
ち
の
意
識
の
側
に
あ
る
。
刑
死
し
た
革
命
婦
人
像
と

先
駆
的
な
女
性
記
者
像
、
そ
の
他
諸
々
の
像
は
、
い
つ
ま
で
も
焦
点
の
合
わ
な
い
レ

ン
ズ
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
に
重
な
り
合
う
こ
と
が
な
い
。「
名
」
の
揺
れ
は
、
管
野
を

ま
な
ざ
す
側
の
意
識
の
分
裂
を
そ
の
ま
ま
に
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ

う
。本

稿
で
は
、
新
聞
記
事
、
獄
中
手
記
・
書
簡
、
裁
判
記
録
、
回
想
に
い
た
る
ま
で

「
書
く
／
書
か
れ
る
」
関
係
に
注
目
し
、「
名
」
は
自
署
に
も
あ
る
「
管
野
須
賀
子
」

に
「
統
一
」
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
決
定
法
も
問
題
の
解
決
で
は
な
い
。
神
崎
清

は
、『
革
命
伝
説
』
で
は
一
貫
し
て
「
管
野
幽
月
」
と
表
記
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

女
性
が
、「
一
葉
」
と
同
じ
意
味
で
「
幽
月
」
と
い
う
〈
ひ
と
つ
の
名
〉
を
獲
得
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
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問
題
は
過
去
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
神
崎
清
か
ら
絓
秀
実
に
い
た
る
言
説
は
、〈
ひ

と
つ
の
名
〉
の
喪
失
と
い
う
事
態
の
存
続
で
あ
り
、
そ
の
再
生
産
な
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
あ
る
一
群
の
テ
ク
ス
ト
が
、
そ
れ
ら
を
統
御
す
る
行
為
体
と
し
て
の
主
体

を
見
失
い
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。絲
谷
寿
雄
の
奇
妙
な
命
名
法
は
、「〈
ひ

と
つ
の
名
〉
に
収
斂
し
え
な
い
何
者
か
」
を
マ
ー
ク
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

２　

疑
わ
し
き
主
体
と
い
う
言
説

戦
後
開
始
さ
れ
た
大
逆
事
件
研
究
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
く
り
か
え
し
記
述
さ
れ

な
が
ら
、
二
義
的
な
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
お
か
れ

な
が
ら
、か
え
り
み
ら
れ
ず
に
過
ご
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、二
〇
〇
〇

年
代
に
は
い
っ
て
管
野
須
賀
子
像
は
ま
す
ま
す
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
を
増
し
て
き
て
い

る
。そ

の
筆
頭
は
、
前
掲
の
絓
秀
実
『「
帝
国
」
の
文
学
』
で
あ
る
。
論
者
は
、
管
野
が

容
貌
を
中
傷
さ
れ
た
た
め
に
お
こ
な
っ
た
と
い
う
隆
鼻
手
術
（
の
失
敗
）
な
ど
を
ふ
ま

え
な
が
ら
、「
管
野
す
が
子
」
と
い
う
「
主
体
」
の
疑
わ
し
さ
を
描
き
出
し
て
い
く
。

そ
も
そ
も
、
女
性
で
あ
る
管
野
に
と
っ
て
、
国
家
と
い
う
代
表
＝
表
象
機
関
は
、

は
な
か
ら
無
縁
で
あ
っ
た
。
す
で
に
、
社
会
主
義
者
に
よ
る
普
選
運
動
や
選
挙

運
動
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、
彼
女
は
投
票
に
よ
っ
て
自
ら
の
意
志
を
表
象
し
う

る
主
体
で
さ
え
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
作
家
的
「
才
分
」
を
認
め
ら
れ
な
い
彼

女
は
、
文
学
的
な
表
象
す
る
主
体
で
さ
え
も
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た

か
が
書
生
以
下
の
駆
け
出
し
に
す
ぎ
な
い
「
夫
」
荒
畑
寒
村
が
日
刊
「
平
民
新

聞
」
の
創
刊
号
に
書
い
た
掌
篇
「
舞
姫
」（
一
九
〇
七
年
）
は
、
仲
間
か
ら
「
一

葉
の
『
た
け
く
ら
べ
』
を
読
む
よ
う
だ
と
大
袈
裟
に
ほ
め
上
げ
」（『
寒
村
自
伝
』）

ら
れ
て
い
る
に
比
較
し
て
、
で
あ
る
。
い
や
、
そ
も
そ
も
「
壮
士
」
か
ら
「
青

年
」
へ
と
い
う
表
象
す
る
主
体
の
転
換
の
な
か
に
は
、「
女
」
は
含
ま
れ
て
い
な

い
の
だ
。

　

か
か
る
「
女
」
で
あ
っ
た
管
野
す
が
子
が
、
表
象
す
る
主
体
で
あ
る
男
の
そ

の
表
象
作
用
の
支
え
た
る
フ
ァ
ル
ス
を
抹
消
し
よ
う
と
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ

を
欲
望
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
必
然
的
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
症
候
的
に
示
す

の
が
、
管
野
の
隆
鼻
手
術
と
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
二
五
四
〜
五
頁
）

た
と
え
、
管
野
す
が
子
自
身
が
、
最
後
ま
で
表
象
す
る
主
体
た
ら
ん
と
し
た

「
女
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
フ
ァ
ル
ス
の
不
在
を
否
認
す
る
隆
鼻
手
術
を
、
そ

の
手
術
の
失
敗
に
よ
っ
て
再
び
否
認
す
る
と
い
う
そ
の
無
意
識
に
お
い
て
、
彼

女
は
「
大
逆
」
事
件
の
首
謀
者
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑

い
え
な
い
。（
二
六
一
頁
）

こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
の
は
、「
国
会
に
よ
っ
て
も
文
学
に
よ
っ
て
も
」（
二
五
五

頁
）
代
理
表
象
さ
れ
ざ
る
女
で
あ
り
、「
天
皇
」
＝
フ
ァ
ル
ス
を
欲
望
す
る
「
主
体
」

と
し
て
の
正
統
性
を
「
無
意
識
」
と
い
う
檻
の
中
で
与
え
ら
れ
た
女
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
の
主
体
化
を
失
敗
し
つ
づ
け
る
「
主
体
」
と
し
て
の
女
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
論
証
の
巧
妙
さ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
欠
如
（
名
の
混
乱
、
選
挙
権
か
ら
の

排
除
、
作
家
的
才
分
の
不
足
、
整
形
の
失
敗
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
）
の
言
説
を
再
び
機
能
さ
せ
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
欠
如
の
人
格
化
と
し
て
の
「
女
」
を
実
体
化
さ
せ
て
い
る
点

で
あ
る
。「
主
体
た
ら
ん
」
と
す
る
こ
と
の
帰
結
が
「
大
逆
」（
の
失
敗
）
で
あ
る
な
ら

ば
、「
女
」
と
い
う
存
在
は
、
本
源
的
に
「
大
逆
」
を
犯
そ
う
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の

未
遂
の
ま
ま
に
、「
天
皇
」
＝
フ
ァ
ル
ス
を
、
そ
の
何
重
に
も
よ
じ
れ
た
欲
望
の
連
鎖

の
主
人
と
し
て
戴
き
つ
づ
け
る
し
か
な
い⑤

。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
利
用
さ
れ
て
い
る
隆
鼻
手
術
の
失
敗
は
、
管
野
自
身
の
証
言

で
は
な
い
。
神
崎
清
が
『
革
命
伝
説
』
で
何
度
か
言
及
し
て
お
り
、
絓
秀
実
は
、
同
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書
改
題
版
第
三
巻
の
次
の
部
分
に
全
面
的
に
拠
っ
て
い
る
。

　

巡
査
に
「
シ
ャ
ク
れ
た
女
」
と
、
鼻
の
ひ
く
い
こ
と
を
か
ら
か
わ
れ
て
、
腹

を
立
て
た
幽
月
は
、隆
鼻
術
の
手
術
を
う
け
て
失
敗
し
た
。注
射
し
た
パ
ラ
フ
ィ

ン
液
が
不
安
定
で
た
え
ず
脳
神
経
を
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
て
い
た
こ
と
も
、
原
因
の

ひ
と
つ
と
し
て
見
お
と
せ
な
い
。（
二
五
頁
）

た
し
か
に
、
戦
後
の
一
時
期
ま
で
、
い
か
が
わ
し
い
医
師
に
よ
っ
て
パ
ラ
フ
ィ
ン

注
入
に
よ
る
隆
鼻
術
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
組
織
と
癒
着
す
る
た
め

に
隆
鼻
効
果
を
得
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
引
用
に
あ
る
よ
う
な
症
状
を
引
き
起
こ
す

例
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
結
核
が
重
症
化
し
つ
つ
あ
っ
た
管
野
が
、
巡
査
の
挑
発
に
応
じ
て
鼻
を

高
く
す
る
こ
と
で
一
時
的
に
せ
よ
意
趣
返
し
を
し
た
気
に
な
れ
る
な
ど
と
本
気
で
考

え
た
の
だ
ろ
う
か
。

神
崎
の
文
章
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
情
報
源
の
ひ
と
つ
は
堺
利
彦
か

も
し
れ
な
い
。
堺
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
管
野
の
肖
像
写
真
に
次
の
よ
う
に
裏

書
き
し
て
い
る
。「
隆
鼻
術
を
施
し
た
る
管
野
幽
月
／
彼
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
る
日 

堺
利
彦
題
」。大
逆
事
件
の
弁
護
を
し
た
今
村
力
三
郎
に
堺
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
と
お

も
わ
れ
る
こ
の
写
真
は
、『
今
村
力
三
郎
訴
訟
記
録
第
三
十
一
巻 

大
逆
事
件
（
二
）』

（
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
二
年
）
で
そ
の
裏
書
き
と
と
も
に
確
認
で
き
る
。

神
崎
に
よ
れ
ば
手
術
は
赤
旗
事
件
直
後
で
あ
る⑥

。
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
二
日

の
赤
旗
事
件
で
無
罪
と
な
っ
た
管
野
は
九
月
一
日
に
釈
放
さ
れ
、
別
件
で
東
京
監
獄

に
下
獄
す
る
の
は
四
十
三
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
赤
旗
事
件
で
重
禁
錮
二
年
の
堺
は
、
管
野
と
会
う
こ
と
な
く
千
葉
監
獄
に

送
ら
れ
、
明
治
四
十
三
年
九
月
二
十
二
日
に
よ
う
や
く
出
獄
し
て
い
る
。
こ
の
と
き

す
で
に
管
野
は
獄
中
に
あ
っ
て
、
生
前
の
管
野
に
堺
が
対
面
で
き
た
の
は
、
明
治

四
十
四
年
一
月
二
十
一
日
の
面
会
の
一
度
き
り
で
あ
っ
た
。
死
刑
は
四
日
後
の

二
十
五
日
で
あ
る
。

さ
て
右
の
引
用
文
で
神
崎
が
「
原
因
の
ひ
と
つ
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
明
治

四
十
二
年
十
月
八
日
に
、
歩
行
中
に
昏
倒
し
、
尾
行
巡
査
に
よ
っ
て
自
宅
（
千
駄
ヶ
谷

平
民
社
）
に
担
ぎ
こ
ま
れ
た
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。
医
師
は
「
神
経
衰
弱
か
ら
き
た
激

烈
な
ヒ
ス
テ
リ
ー⑦

」
と
話
し
た
と
い
う
が
、
こ
ち
ら
も
典
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い

（
こ
の
部
分
も
絓
秀
実
は
欠
如
の
徴
と
し
て
使
用
し
て
い
る
）。
神
崎
は
さ
ら
に
「
男
か
ら

男
へ
わ
た
り
歩
い
た
過
去
の
放
縦
な
性
生
活
」
に
よ
る
「
婦
人
科
疾
患
」
の
可
能
性

も
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
病
歴
が
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
昂
じ
さ
せ
、
死
を
覚
悟
し
て
の
天
皇
暗

殺
計
画
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

管
野
は
明
治
四
十
三
年
六
月
五
日
の
第
二
回
予
審
に
お
い
て
判
事
に
病
気
の
こ
と

を
聞
か
れ
、結
核
で
吐
血
経
験
が
あ
る
こ
と
、明
治
四
十
二
年
十
月
三
十
日
か
ら
十
一

月
三
十
日
ま
で
の
ひ
と
月
加
藤
時
次
郎
の
加
藤
病
院
に
入
院
し
て
い
た
こ
と
を
話

し
、
後
者
の
理
由
を
「
是
レ
ハ
子
宮
カ
悪
カ
ツ
タ
カ
ラ
デ
ス⑧

」
と
答
え
て
い
る
が
、

そ
の
原
因
が
「
放
縦
な
性
生
活
」
に
あ
る
と
み
る
の
は
憶
測
に
す
ぎ
な
い⑨

。

ま
た
、「
鼻
」
に
つ
い
て
管
野
自
身
に
は
次
の
よ
う
な
証
言
が
あ
る
。「
自
由
思
想
」

第
一
号
（
明
治
四
十
二
年
五
月
二
十
五
日
）
の
編
集
日
記
風
の
記
録
「
ぬ
き
が
記
」
の
一

節
で
あ
る
。

▲
〔
明
治
四
十
二
年
五
月
〕
十
一
日　

神
田
の
橋
田
医
師
に
肥
厚
性
鼻
炎
を
切

つ
て
貰
ふ
。
ザ
ク
リ

く
と
骨
を
む
し
ら
れ
る
様
で
、
余
り
気
持
の
好
い
も
の

じ
や
無
い
が
、
少
々
痛
快
な
感
が
す
る
。
切
つ
た
肉
片
を
ア
ル
コ
ー
ル
漬
し
て

持
て
帰
つ
た
。
是
れ
が
自
己
の
一
部
分
か
と
思
ふ
と
、
人
間
が
馬
鹿
に
果は

敢か

な

い
も
の
の
々
様
に
感
じ
ら
れ
る⑩

。
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こ
の
治
療
に
は
、い
ず
れ
の
論
者
も
触
れ
て
い
な
い
。赤
旗
事
件
の
釈
放
か
ら
八
ヶ

月
後
、路
上
で
昏
倒
す
る
五
ヶ
月
前
の
出
来
事
で
あ
る
。「
ぬ
き
が
記
」
の
翌
十
二
日

の
項
に
は
、
出
血
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
も
あ
る
。

結
核
で
あ
っ
た
管
野
は
、
伊
豆
初
島
な
ど
で
転
地
療
養
も
試
み
て
い
る
ほ
ど
で
、

本
格
的
な
社
会
主
義
運
動
に
入
る
前
に
、
そ
の
身
体
は
す
で
に
深
く
蝕
ま
れ
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。「
自
由
思
想
」
は
、
多
く
の
同
志
が
獄
中
に
あ
る
中
で
、
管
野
が
編
集

兼
発
行
人
に
就
き
、
幸
徳
秋
水
と
わ
ず
か
な
同
志
に
よ
っ
て
文
字
通
り
監
視
の
目
を

か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
発
行
準
備
さ
れ
た
。
残
さ
れ
た
信
憑
性
の
あ
る
資
料
を
み
る
か

ぎ
り
、
結
核
の
昂
進
と
勾
留
や
雑
誌
発
行
に
と
も
な
う
極
度
の
疲
労
が
肥
厚
性
鼻
炎

や
子
宮
の
何
ら
か
の
疾
患
を
誘
発
し
た
か
、あ
る
い
は
そ
れ
ら
が
偶
然
に
併
発
し
て
、

突
然
の
昏
倒
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
以
上
の
こ
と
は
い
え
そ
う
に
な
い
。

神
崎
も
前
掲
引
用
文
の
直
後
で
「
原
因
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
結
核
に
触
れ
て
い
た
。

し
か
し
、神
崎
の
筆
は
、か
つ
て
の
妻
を
淫
婦
と
し
て
描
き
出
し
た
荒
畑
寒
村
の
『
自

伝
』
を
は
じ
め
、す
で
に
強
固
に
流
布
し
て
い
た
悪
女
像
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
で
、
情
熱
的
な
「
革
命
婦
人
」
を
誕
生
さ
せ
る
方
向
へ
と

向
か
っ
て
い
る
。

天
皇
暗
殺
計
画
を
予
審
の
段
階
か
ら
証
言
し
て
い
た
管
野
須
賀
子
の
場
合
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
規
範
か
ら
の
逸
脱
が
「
女
」
を
大
逆
へ
と
導
い
た
と
い
う
物
語
を
描
き
、
規

範
か
ら
逸
脱
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
不
可
避
的
な
条
件
を
示
す
こ
と
は
、「
不
利
な
立

場
か
ら
す
が
子
を
解
放
」す
る
た
め
に
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

男
性
巡
査
か
ら
女
性
社
会
主
義
者
に
む
け
ら
れ
た
中
傷
に
投
影
さ
れ
て
い
る
も
っ
と

大
き
く
複
合
的
な
抑
圧
構
造
の
全
体
は
微
動
だ
に
し
な
い
。

大
逆
事
件
の
裁
判
で
、
事
件
の
全
体
構
想
を
描
い
た
ひ
と
り
と
さ
れ
る
平
沼
騏
一

郎
検
事
は
「
動
機
ハ
信
念
ニ
ア
ル
」（
明
治
四
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
の
検
事
論
告
中
の

言
葉⑪
）
と
述
べ
た
。
平
沼
の
論
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
無
政
府
主
義
は
絶
対
自

由
を
求
め
、
国
家
を
否
認
す
る
主
張
で
あ
る
。
そ
の
手
段
は
直
接
行
動
で
あ
り
、
直

接
行
動
と
は
総
同
盟
罷
工
、
破
壊
、
暗
殺
で
あ
る
。
近
頃
の
趨
勢
で
は
爆
裂
弾
を
使

用
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
破
壊
行
動
に
よ
っ
て
革
命
の
訓
練

を
お
こ
な
い
、
機
運
を
動
か
す
こ
と
が
手
段
で
あ
る
。
こ
の
手
段
は
、
伝
播
す
る
に

し
た
が
っ
て
手
段
そ
の
も
の
が
目
的
化
し
て
い
く
の
は
怪
し
む
に
足
り
な
い

―

あ
る
と
き
無
政
府
主
義
を
幾
分
か
で
も
信
じ
る
気
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
大

逆
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
神
崎
の
仕
事
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
警

察
的
論
理
に
亀
裂
を
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
管
野
須
賀
子
の

心
理
や
病
歴
に
関
す
る
限
り
、
性
的
ト
ラ
ブ
ル
を
本
質
化
す
る
こ
と
は
、
司
法
官
僚

が
描
く
壮
大
な
物
語
と
齟
齬
を
き
た
さ
な
い
。
結
果
的
に
、
事
件
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
神
崎
の
意
志
を
共
有
し
な
い
者
に
よ
る
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
「
動
機
ハ
女
デ

ア
ル
」
と
い
う
よ
う
な
論
理
を
導
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

３　

喩
化
の
滞
留

規
範
を
逸
脱
し
た
病
の
「
女
」
が
「
大
逆
」
に
い
た
る
と
い
う
物
語
は
、
す
で
に

同
時
代
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
た
。
内
藤
千
珠
子
『
帝
国
と
暗

殺
』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
大
逆
事
件
以
前
か
ら
、
無
政
府
主
義
が
病
（
伝
染

病
）
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
お
り
、
肺
病
の
管
野
の
身
体
は
、
無
政
府

主
義
と
い
う
病
に
冒
さ
れ
た
身
体
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
焦
点
化
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
鋭
く
分
析
し
て
い
る
。
無
政
府
主
義
の
女
に
お
け
る
病
の
徴
候
と
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
規
範
か
ら
の
逸
脱
は
、
当
初
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
物
語

と
し
て
機
能
し
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
公
判
廷
（
明
治
四
十
三
年
十
二
月
〜
四
十
四
年
一
月
）
に
な
る
と
、
管
野
須
賀

子
の
「
血
色
の
よ
さ
」
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
管
野
の
身
体
表
象
は
、

物
語
の
「
定
型
と
は
違
う
軌
跡
を
描
」
き
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
規
範
も
、
女
と
病
の
物

語
も
」、「
管
野
須
賀
子
と
い
う
固
有
名
に
ぶ
つ
か
っ
て
乱
反
射
し
、
屈
曲
す
る
」
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三
一
九
頁
）
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
内
藤
に
よ
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
が
強
調
し
た
血

色
の
よ
い
管
野
須
賀
子
と
い
う
表
象
は「
メ
デ
ィ
ア
の
殺
意
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
」。
し

か
し
、「
く
ぐ
り
ぬ
け
」
た
の
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か
。

メ
デ
ィ
ア
が
生
産
し
た
は
ず
の
物
語
を
裏
切
る
の
も
、
メ
デ
ィ
ア
自
身
が
表
象
す

る
身
体
で
あ
る
。
一
見
、
物
語
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
よ
う
に
受
け
取
れ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
れ
を
「
管
野
須
賀
子
と
い
う
固
有
名
」
の
効
果
だ
と
い
っ
て
し
ま
え

る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
固
有
名
」
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
外
部
に
そ
れ

と
対
峙
し
て
存
在
す
る
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
と
は
断
定
さ
れ
て
い
な

い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
「
固
有
名
」
が
、
物
語
の
「
乱
反
射
」「
屈
曲
」
を

引
き
起
こ
す
と
す
る
以
上
、
ま
る
で
そ
れ
が
物
語
の
外
部
か
ら
侵
入
し
て
物
語
を
破

綻
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
理
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
こ
で
の
「
固
有
名
」
は
、
た
と
え
ば
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
次
の
よ

う
な
「
固
有
名
」
と
は
や
や
異
な
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

人
物
の
名
を
語
る
こ
と

0

0

0

0

、
そ
れ
は
顔
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
名
詞
や
常
套
句
の
只
中
に
あ
っ
て
、固
有
名
は
意
味
の
解
体
に
抵
抗
し
、

私
た
ち
の
発
語
を
支
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
固
有
名
は
、
難
破

し
た
話
の
背
後
に
、
あ
る
種
の
知
解
可
能
性

0

0

0

0

0

の
終
焉
の
み
な
ら
ず
、
い
ま
ひ
と

つ
の
知
解
可
能
性

0

0

0

0

0

の
黎
明
を
も
見
て
取
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
終
わ
り
を
迎
え
た
の
は
お
そ
ら
く
、
言
葉
に
担
わ
れ
た
存
在

に
の
み

0

0

0

、〈
語
る
こ
と
〉
に
よ
っ
て
〈
語
ら
れ
た
こ
と

0

0

0

0

0

0

〉
に
の
み

0

0

0

結
び
つ
い
た
合

理
性
で
あ
ろ
う
。
こ
の
〈
語
ら
れ
た
こ
と
〉
は
、
不
変
の
同
一
性
を
詐
称
す
る

知
識
や
真
理
を
運
搬
す
る
も
の
と
し
て
、
す
で
に
完
成
し
た
完
全
無
欠
の
存
在

な
い
し
体
系
の
自
足
せ
る
〈
同
一
性
〉
に
統
合
さ
れ
、
存
在
や
体
系
を
裏
切
り

制
限
す
る
か
に
み
え
る
数
々
の
差
異
を
斥
け
、
吸
収
し
て
し
ま
う
。〔
傍
点
原
文⑫

〕

固
有
名
を
語
る
こ
と
は
、「
存
在
や
体
系
を
裏
切
り
制
限
す
る
か
に
み
え
る
数
々
の

差
異
」
に
居
場
所
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
名
」
を
語
る
こ
と
は
、不
断
に
変
化
す

る
「
顔
」
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
管
野
須
賀
子
と
い
う
「
難
破
し
た
話
」
に
は
、

そ
の
〈
顔
〉
や
〈
声
〉
に
対
す
る
揶
揄
と
無
関
心
が
か
ら
み
つ
い
て
い
る
。『「
帝
国
」

の
文
学
』
が
そ
の
前
者
で
あ
り
、『
帝
国
と
暗
殺
』
の
管
野
に
関
す
る
部
分
は
そ
の
後

者
の
例
で
あ
る
。
意
図
的
な
の
か
、
そ
こ
に
は
ご
く
わ
ず
か
な
例
を
の
ぞ
け
ば
、
管

野
自
身
の
言
葉
は
い
っ
さ
い
引
か
れ
て
い
な
い
。「
固
有
名
」
は
、
こ
う
し
た
事
態

（「
難
破
し
た
話
」）
の
全
体
を
引
き
受
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
物
語
を

攪
乱
し
た
り
解
体
す
る
よ
う
な
主
体
の
強
靱
さ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
位
相
に
あ

る
。し

た
が
っ
て
、
内
藤
の
言
う
よ
う
に
、
管
野
須
賀
子
を
喩
化
す
る
力
が
弱
ま
り
、

そ
の
表
象
は
物
語
の
よ
ど
み
に
滞
留
す
る
か
に
み
え
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
あ
ら

た
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
作
用
し
は
じ
め
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。ま

ず
、
大
逆
事
件
の
取
り
調
べ
（
予
審
）
進
行
中
の
言
説
空
間
が
、
事
件
発
覚
以
前

と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
島
村
輝
の
指

摘⑬

に
も
あ
る
通
り
、「
爆
弾
事
件
ニ
テ
私
外
三
名
近
日
死
刑
ノ
宣
告
ヲ
受
ク
ベ
シ
」（
横

山
勝
太
郎
宛
、明
治
四
十
三
年
六
月
九
日
）
と
い
う
管
野
の
針
文
字
に
よ
る
獄
中
葉
書
が

「
時
事
新
報
」（
明
治
四
十
三
年
六
月
二
十
二
日
）
に
ス
ク
ー
プ
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
死

刑
と
い
う
結
末
を
約
束
さ
れ
た
あ
ら
た
な
物
語
が
開
始
さ
れ
て
い
る
（
内
藤
も
こ
の
島

村
文
に
言
及
し
て
い
る〔
三
一
二
頁
〕）。
伝
染
病
＝
無
政
府
主
義
に
冒
さ
れ
た

―
と
内

藤
の
い
う

―
管
野
の
身
体
は
、
す
で
に
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
仕
置
き
の
場
に
引
き
出
さ
れ
た
女
（
規
範
を
逸
脱
す
る
女
）
を
表
象
す
る

仕
事
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
分
野
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ

の
典
型
的
な
例
は
、
管
野
ら
の
東
京
監
獄
と
隣
り
合
う
市
ヶ
谷
監
獄
で
、
三
十
二
年
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前
の
明
治
十
二
年
一
月
三
十
一
日
に
斬
首
刑
と
な
っ
た
高
橋
お
伝
の
場
合
で
あ
る
。

当
時
の
新
聞
は
、
お
伝
が
四
年
間
獄
に
繋
が
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
其
肥
肉

の
油
濃
か
り
し
ハ
舌
を
巻
て
驚
く
計
り
な
り
し⑭

」
と
、
遺
体
解
剖
者
の
感
想
を
報
告

し
て
い
る
。
前
田
愛
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
か
ら
の
逸
脱
が
、「
生
理

の
レ
ベ
ル
に
還
元
し
て
解
釈⑮

」
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
逆
事
件
の
判
決
書
は
、
判
決
の
主
文
後
に
お
か
れ
た
「
理
由
」
冒

頭
部
分
で
、
幸
徳
秋
水
の
略
歴
に
つ
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
管
野
と
の
関
係
を
述
べ

て
い
る
。

被
告
管
野
ス
カ
ハ
数
年
前
ヨ
リ
社
会
主
義
ヲ
奉
シ
一
転
シ
テ
無
政
府
〔
共
産
〕

主
義
ニ
帰
ス
ル
ヤ
漸
ク
革
命
思
想
ヲ
懐
キ
明
治
四
十
一
年
世
ニ
所
謂
錦
輝
館
赤

旗
事
件
ニ
坐
シ
テ
入
獄
シ
無
罪
ノ
判
決
ヲ
受
ケ
タ
リ
ト
雖
モ
忿
恚
ノ
情
禁
シ
難

ク
心
窃
ニ
報
復
ヲ
期
シ
一
夜
其
心
事
ヲ
伝
次
郎
ニ
告
ケ
伝
次
郎
ハ
協
力
事
ヲ
挙

ケ
ン
コ
ト
ヲ
約
シ
且
夫
妻
ノ
契
ヲ
結
フ
ニ
至
ル⑯

つ
ま
り
、
赤
旗
事
件
で
捕
ら
え
ら
れ
た
恨
み
を
晴
ら
し
た
い
と
の
思
い
を
秋
水
に

告
げ
た
と
こ
ろ
、
秋
水
が
こ
れ
に
協
力
を
約
束
し
、
同
時
に
性
的
関
係
を
持
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

当
時
の
新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
た
こ
の
判
決
理
由
を
、
内
藤
は
、「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の

定
型
を
敷
衍
し
て
判
決
文
が
書
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
延
長
で
新
聞
記
事
が
構
成
さ
れ

た
と
い
う
影
響
関
係
」（
三
一
〇
頁
）
が
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

「
血
色
の
よ
さ
」に
よ
っ
て
攪
乱
さ
れ
た
は
ず
の
物
語
の
痕
跡
は
ど
こ
に
あ
る
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
、
事
件
発
覚
前
か
ら
の
文
脈
が
こ
の
判
決
文
に
は
流
れ
込
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
判
決
時
の
幸
徳
秋
水
と
目
を
合
わ
せ
た
管
野
の
「
ニ
タ
リ
」
と
い
う
「
気

味
の
悪
い
笑
ひ⑰

」
な
ど
を
み
れ
ば
、
あ
き
ら
か
に
、
公
判
報
道
に
は
、
裁
き
を
受
け

る
「
毒
婦
」
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
上
書
き
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

無
政
府
主
義
的
毒
婦
が
秋
水
を
た
ぶ
ら
か
し
た
と
い
う
筋
書
き
は
、
事
件
の
中
心

に
幸
徳
秋
水
を
引
き
据
え
て
、
社
会
主
義
者
を
壊
滅
さ
せ
る
と
い
う
犯
罪
構
成
上
き

わ
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る⑱

。

法
と
メ
デ
ィ
ア
が
構
造
的
で
不
均
等
な
関
係
に
あ
る
言
説
空
間⑲

に
お
い
て
、
そ
う

や
す
や
す
と
物
語
が
攪
乱
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
か
ら
の
逸
脱

と
い
う
物
語
は
な
お
有
効
に
機
能
し
つ
つ
、
そ
れ
を
強
化
し
た
「
毒
婦
」
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
が
定
型
的
な
病
の
物
語
を
簒
奪
す
る
。
グ
ロ
テ
ス
ク
に
誇
張
さ
れ
た
管
野
の

生
理
的
な
健
全
性
は
、
そ
の
証
拠
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
側
か
ら
み
れ

ば
、
死
刑
が
予
期
さ
れ
る
中
で
、
無
政
府
主
義
と
い
う
病
に
冒
さ
れ
た
女
を
強
調
し

て
読
者
の
恐
怖
と
好
奇
心
を
あ
お
る
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
毒
婦
」
イ
メ
ー
ジ
が
予
定
調
和
的
で
あ
り
、
陳
腐
な
類
型
化
で

し
か
な
い
点
は
、
病
の
物
語
と
大
差
な
い
。
そ
れ
は
、
高
橋
お
伝
の
「
毒
婦
」
物
語

が
、
創
作
者
た
ち
と
民
衆
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
、
製
版
印
刷
の
限
界
に
近
い
出
版

ペ
ー
ス
が
そ
れ
を
支
え
た
事
態
と
そ
の
位
相
を
完
全
に
異
に
し
て
い
る
。
大
逆
事
件

に
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
無
縁
で
あ
っ
た
。こ
の
こ
と
は
、事
件
の
根
幹
と
か
か
わ
っ

て
い
る
。
民
衆
の
不
在
は
、
管
野
が
無
政
府
主
義
者
へ
の
自
覚
に
到
達
す
る
た
め
の

決
定
的
要
因
で
あ
る
。
も
し
事
件
に
、
民
衆
が
関
与
し
た
と
す
れ
ば
、
大
衆
的
欲
望

を
メ
デ
ィ
ア
が
代
理
・
表
象
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
傍

聴
も
、
報
道
も
、
そ
の
他
の
手
段
を
用
い
て
も
事
件
に
関
与
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ

て
い
た
民
衆
の
関
心
を
矮
小
化
し
、
そ
ら
せ
、
結
局
無
き
に
等
し
い
も
の
と
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
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４　

ヒ
ロ
イ
ン
の
死

―
ナ
ロ
ー
ド
の
不
在

公
判
中
、
管
野
を
「
紅
一
点
」
と
も
評
し
て
い
た
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
、
そ
こ
か
ら

力
を
借
り
て
い
る
に
せ
よ
、
形
骸
化
し
た
「
毒
婦
」
と
は
や
や
異
な
る
も
う
一
つ
の

「
物
語
」
の
駆
動
力
に
後
押
し
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
の
死
で

あ
っ
た
。
原
告
、
被
告
、
弁
護
人
、
裁
判
官
、
傍
聴
人
を
問
わ
ず
、
き
わ
め
て
ホ
モ

ソ
ー
シ
ャ
ル
な
空
間
で
あ
る
大
審
院
法
廷
に
立
つ
「
紅
一
点
」
管
野
へ
の
期
待
は
そ

れ
だ
け
に
徹
底
し
て
い
る
。

そ
れ
は
物
語
の
再
演
・
再
編
の
連
鎖
が
や
が
て
出
来
事
の
起オ

リ
ジ
ン源

の
優
位
性
を
無
化

し
て
い
く
語
り
物
や
大
衆
演
芸
に
よ
り
近
い
意
味
で
文
学
的
・
象
徴
的
な
死
で
あ
る
。

た
と
え
ば
神
崎
清
は
「
す
が
子
は
む
し
ろ
、
ロ
シ
ア
の
虚
無
党
を
描
い
た
革
命
小
説

に
登
場
し
て
く
る
ヒ
ロ
イ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い⑳

」
と
評
し
て
い
た
。
渡
部
直
己
『
不
敬

文
学
論
序
説
』
中
に
も
「
日
本
の
ソ
フ
ィ
ア
・
ペ
ロ
フ
ス
カ
ヤ
た
ら
ん
と
し
た
こ
の

女
性
」（
前
掲
引
用
文
）
と
あ
る
が
、
管
野
み
ず
か
ら
そ
う
あ
ろ
う
と
し
た
形
跡
は
認

め
ら
れ
な
い
。
管
野
須
賀
子
を
当
世
虚
無
党
奇
談
の
「
ヒ
ロ
イ
ン
」
と
す
る
見
方
は
、

は
た
し
て
政
治
的
・
人
間
的
な
二
重
の
意
味
で
の
被
害
者
か
ら
の
脱
却
に
力
を
貸
す

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
事
件
に
い
た
る
「
計
画
」
段
階
か
ら
、
管

野
は
男
性
同
志
た
ち
に
よ
っ
て
物
語
化
さ
れ
た
空
間
の
中
に
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
予
審
調
書
に
残
さ
れ
た
判
事
と
管
野
の
問
答
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第
一
回
予
審
調
書
（
明
治
四
十
三
年
六
月
三
日
）

問　

爆
弾
ヲ
投
ケ
ル
時
被
告
ガ
合
図
ヲ
ス
ル
役
ニ
為
ル
ト
云
フ
相
談
ヲ
致
シ
タ
カ

答　

 

其
事
ハ
新
村
ノ
方
カ
ラ
言
ツ
タ
ノ
デ
ス　

露
西
亜
ノ
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル

三マ

マ世
暗
殺
ノ
時
ソ
フ
イ
ヤ
、
ペ
ロ
ー
ス
カ
ヤ
ト
云
フ
婦
人
ガ
合
図
役
ニ
為

ツ
タ
カ
ラ
私
ニ
其
役
ヲ
仕
タ
ラ
宜
カ
ラ
ウ
ト
言
ヒ
マ
ス
カ
ラ
私
ハ
夫
レ
モ

宜
ロ
シ
カ
ラ
ウ
ト
ハ
言
ヒ
マ
シ
タ
ガ
未
ダ
具
体
的
ニ
必
ス
私
ガ
合
図
役
ヲ

ス
ル
ト
極
メ
タ
訳
デ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ス　

私
ニ
合
図
役
ニ
ナ
レ
ト
云
フ
事
ハ

宮
下
カ
ラ
モ
話
サ
レ
タ
事
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
〔
傍
線
原
文㉑

〕

神
崎
の
い
う
ロ
シ
ア
・
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
「
ヒ
ロ
イ
ン
」
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
ソ

フ
ィ
ア
・
ペ
ロ
フ
ス
カ
ヤ
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
虚
無
党
に
関
す
る
文
献
は
自
由
民
権

運
動
の
勃
興
の
な
か
で
、
き
わ
め
て
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
テ
ー
マ
と
し
て
翻
訳
・
翻
案

さ
れ
て
い
た
が
、そ
の
一
つ
宮
崎
夢
柳
『
虚
無
党
実
伝
記 

鬼
啾
啾
』（
自
由
燈
出
版
局
、

一
八
八
五
年㉒
）
は
、「
大
逆
無
道
の
虚
無
党
員
」
ソ
フ
ィ
ア
の
逮
捕
か
ら
絞
首
刑
前
後

ま
で
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
描
き
出
し
て
い
た
。

殊
に
ソ
ヒ
ヤ
は
非
常
に
謹
慎
の
風
を
示
し
、
又
た
穏
和
な
る
色
を
含
み
て
、
雙

頬
宛
な
が
ら
薔
薇
の
如
く
、
一
点
の
紅
を
暈
せ
し
愛
敬
は
溢
る
ゝ
ば
か
り
、
死

し
て
後
も
尚
ほ
脣
頭
に
微
笑
を
帯
び
て
居
し
と
か
や
。〔
傍
線
原
文㉓

〕

死
に
臨
ん
で
、
頬
は
バ
ラ
色
に
輝
き
、
口
も
と
に
微
笑
を
た
た
え
な
が
ら
死
ん
で

ゆ
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
十
一
日
の
新
聞
各
紙
に
現
れ
た

「
薄
化
粧
を
施
し
た
る
か
と
見
ら
る
ゝ
迄
の
血
色
」（「
時
事
新
報
」）
や
、「
顔
色
も
ホ

ン
ノ
リ
し
て
、
鬢
の
ほ
つ
れ
毛
に
風
情
を
見
せ
た
」（「
東
京
朝
日
新
聞㉔
」）
と
い
っ
た

管
野
須
賀
子
の
描
写
に
お
い
て
、
は
か
ら
ず
も
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
鬼
啾
啾
』
の
巻
頭
に
付
さ
れ
た
坂
崎
紫
瀾
の
七
言
律
詩
「
題
巻
中
蘇
比
亜
」（
巻

中
の
ソ
ヒ
ヤ
に
題
す
）
の
最
終
句
に
も
、「
美
人
臨
死
好
儀
容
」（
美
人
死
に
臨
み
て
儀
容

を
好
め
り
）
と
う
た
わ
れ
て
い
て
、
自
由
民
権
の
壮
士
た
ち
は
、
彼
ら
の
思
想
的
培
養

土
の
中
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
稗
史
小
説
的
世
界
観
に
依
拠
し
て
西
洋
の
女
性
革
命
家

像
を
表
象
す
る
し
か
な
か
っ
た㉕

。

中
江
兆
民
を
介
し
て
、
自
由
民
権
運
動
の
も
っ
と
も
先
鋭
的
な
「
志
士
仁
人
」
の

革
命
家
像
を
受
け
継
ぐ
幸
徳
秋
水
と
、
自
由
民
権
運
動
に
お
い
て
絶
対
的
に
不
可
能
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で
あ
っ
た
「
女
性
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
」
の
表
象
を
引
き
受
け
る
管
野
須
賀
子
と
の
距
離

は
、
近
く
て
遠
い
。

宮
崎
夢
柳
が
、
恋
人
へ
の
「
愛
隣
の
情
」
を
梃
子
に
し
て
、「
寧
ろ
同
胞
千
万
人
」

へ
の
愛
を
獲
得
し
て
い
く
「
ソ
ヒ
ヤ
」
を
描
き
、「
ソ
フ
ィ
ア
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
デ
ィ
ス

ト
と
し
て
のin

n
er life

を
か
ろ
う
じ
て
想
像
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に㉖

」（
谷
川

恵
一
）
み
え
る
の
に
引
き
替
え
、
管
野
須
賀
子
の
表
象
は
、
日
本
版
「
女
性
ナ
ロ
ー

ド
ニ
キ
」
と
し
て
の
読
解
を
か
ろ
う
じ
て
許
容
す
る
も
の
の
、「
美
人
臨
死
好
儀
容
」

と
い
っ
た
類
の
新
聞
記
事
の
形
容
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
てin

n
er life

へ
の
接
近
は

遮
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
遮
断
さ
れ
た
の
は
数
万
、
数
十
万

の
新
聞
読
者
た
ち
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
思
想
か
ら
社
会
主
義
へ
と
す
す
ん
だ
ひ
と

り
の
新
聞
記
者
は
、な
ぜ
大
逆
の
「
計
画
」
に
達
し
た
の
か
。
そ
の
稚
拙
な
「
計
画
」

と
、
彼
女
の
そ
れ
ま
で
の
人
生
の
あ
い
だ
に
は
、
深
淵
と
で
も
呼
ぶ
し
か
な
い
ほ
ど

の
埋
め
よ
う
の
な
い
溝
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

「
鬼
啾
啾
」
と
は
、「
魯
国
政
府
の
厳
刑
峻
罰
を
受
け
」
た
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
た
ち
の

亡
魂
（
鬼
）
が
、
王
宮
の
周
囲
を
さ
ま
よ
い
つ
つ
泣
く
声
（
啾
啾
）
の
こ
と
で
あ
る
。

宮
崎
夢
柳
は
緒
言
で
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
、「
自
か
ら
戒
心
す
る
」
よ
う
に
と
、
民
権
運

動
の
志
士
た
ち
を
い
さ
め
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
建
前
で
あ
り
、
物
語
末
尾

で
は
、「
啾
啾
た
る
哭
声
」
が
「
帝
宮
の
上
に
至
つ
て
呵
々
と
笑
ふ
」
と
い
う
挑
発
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
語
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
至
ら
ぬ
よ
う
政
府
は
対
応
を
誤
っ

て
は
い
け
な
い
と
予
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
魂
は
、

な
ぜ
民
衆
の
も
と
に
帰
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
「
帝
宮
」
に
拘
泥
す
る
の
だ
ろ

う
か
。

ソ
フ
ィ
ア
・
ペ
ロ
フ
ス
カ
ヤ
ら
の
処
刑
は
公
開
で
あ
っ
た
。
日
本
で
も
、
群
衆
は

「
無
慮
数
千
人㉗

」
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、「
同
胞
千
万
人
」
へ
の
愛
の
た
め
に

死
ぬ
は
ず
の
『
鬼
啾
啾
』
の
「
ソ
ヒ
ア
」
は
、
ナ
ロ
ー
ド
の
前
で
死
ぬ
こ
と
が
で
き

な
い
。
処
刑
シ
ー
ン
を
夢
柳
が
省
略
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

夢
柳
は
「
ソ
ヒ
ア
」
ら
の
処
刑
の
説
明
を
き
わ
め
て
簡
略
に
す
ま
せ
、
す
ぐ
さ
ま

刑
場
の
一
隅
に
埋
め
ら
れ
た
刑
死
者
の
遺
骸
が
野
犬
に
荒
ら
さ
れ
る
凄
惨
な
シ
ー
ン

の
細
を
う
が
っ
た
描
写
に
筆
を
移
し
て
い
く
。
こ
の
シ
ー
ン
は
独
自
に
つ
け
加
え
ら

れ
た
も
の
で
、
挿
絵
に
も
写
し
取
ら
れ
て
、
一
篇
を
完
成
さ
れ
た
物
語
と
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
逆
の
罪
を
犯
し
た
者
が
、
民
衆
に
ま
な
ざ
さ
れ
る

こ
と
な
く
処
刑
さ
れ
、
死
し
て
な
お
「
帝
」
と
の
閉
じ
た
関
係
性
に
か
ら
め
取
ら
れ

て
い
る
『
鬼
啾
啾
』
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
夢
柳
の
意
図
と
は
別
に
、
民
権
運
動
家
の
意

識
に
お
け
る
人
民
／
民
衆
の
不
在
を
物
語
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

谷
川
恵
一
は
、
民
権
運
動
の
志
士
た
ち
は
、「
自
分
が
「
神
」
と
な
っ
て
「
人
民
」

に
祭
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
逆
に
、
み
ず
か
ら
のsou

l

す
ら
犠
牲
に
し
て
ま
で

「
人
民
」
を
「
神
」
と
あ
が
め
た
り
す
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な
か
っ
た㉘

」
と
述
べ
て
い

る
が
、「
ソ
ヒ
ア
」
の
最
期
の
瞬
間
が
「
人
民
」
に
ま
な
ざ
さ
れ
る
シ
ー
ン
に
リ
ア
リ

テ
ィ
が
な
い
こ
と
を
夢
柳
も
鋭
く
感
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
夢
柳
の
「
ソ
ヒ
ア
」

と
管
野
須
賀
子
が
交
差
す
る
の
は
、
こ
の
瞬
間
で
あ
る
。

管
野
は
、
愛
国
者
に
「
死
骸
を
掘
返
さ
れ
て
八
裂
き
に
で
も
せ
ら
れ
る
場
合
に
、

余
り
見
苦
し
く
な
い
様
に
」（『
死
出
の
道
艸㉙
』）
と
死
装
束
の
相
談
を
申
し
出
て
い
る
。

『
鬼
啾
啾
』
を
意
識
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
こ
の
い
た
ま
し
い
配
慮
は
、大
逆
事
件
の

全
過
程
に
お
い
て
、
一
貫
し
て
彼
ら
を
支
持
す
る
人
民
／
民
衆
が
不
在
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
自
明
で
あ
る
だ
け
に
、

か
え
っ
て
、
そ
う
し
た
不
在
を
構
成
し
て
い
る
暴
力
の
全
体
は
不
可
視
化
さ
れ
て
い

る
。た

と
え
ば
そ
こ
に
は
、「
動
機
ハ
信
念
ニ
ア
ル
」
と
し
た
平
沼
騏
一
郎
の
諭
告
も
、

無
政
府
主
義
運
動
の
言
説
か
ら
ナ
ロ
ー
ド
を
抹
消
す
る
た
め
の
き
わ
め
て
巧
妙
な
発

話
と
し
て
関
与
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
管
野
須
賀
子
の
具
体
的

現
実
に
お
い
て
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
の
裁

判
と
処
刑
の
様
子
は
人
民
／
民
衆
か
ら
隠
さ
れ
て
い
た
上
に
、
そ
れ
を
報
じ
る
メ
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デ
ィ
ア
の
言
説
は
、
管
野
を
読
者
た
ち
の
欲
望
（
あ
る
い
は
嫌
悪
）
の
ま
な
ざ
し
の
も

と
に
置
く
こ
と
で
、
そ
れ
を
見
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
え
な
い
よ
う
に
二
重

に
隠
蔽
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

計
画
グ
ル
ー
プ
の
一
人
、
宮
下
太
吉
は
、
天
皇
制
批
判
に
対
す
る
民
衆
の
無
関
心

を
契
機
と
し
て
、
天
皇
も
ま
た
赤
い
血
を
流
す
人
間
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め

に
「
計
画
」
に
主
体
的
に
か
か
わ
っ
た㉚

。
い
わ
ば
、
民
衆
の
不
在
が
、
否
定
的
媒
介

の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
管
野
須
賀
子
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た

否
定
的
媒
介
と
し
て
す
ら
民
衆
は
姿
を
見
せ
な
い
。
管
野
自
身
は
、
積
極
的
に
自
分

を
ソ
フ
ィ
ア
・
ペ
ロ
フ
ス
カ
ヤ
に
擬
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
赤
旗
事
件

以
来
、
公
判
廷
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
無
政
府
主
義
者
を
自
認
し
、
大
逆
事
件
で
も

無
政
府
主
義
者
と
し
て
死
ぬ
こ
と
に
疑
い
を
差
し
挟
ん
だ
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
そ

の
自
己
規
定
は
、
む
し
ろ
、
赤
旗
事
件
の
取
り
調
べ
と
そ
の
後
の
活
動
に
お
い
て
、

無
政
府
主
義
者
と
し
て
名
指
さ
れ
迫
害
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
無
政
府
主
義
者
で

あ
り
つ
づ
け
た
か
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。

管
野
は
、
絞
首
台
の
上
で
、「
わ
れ
主
義
の
た
め
死
す
、
万
歳㉛

」
と
叫
ん
で
、
み
ご

と
に
無
政
府
主
義
者
と
し
て
の
生
涯
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
が
、
管
野
伝
説
の
最
後
に

は
必
ず
つ
け
加
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
刑
死
の
直
前
ま
で
、
繰
り
返
し
、
多
く
の
同

志
を
道
連
れ
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
気
に
病
ん
で
お
り32

、
絞
首
台
上
の
叫
び
が
、

は
た
し
て
す
べ
て
の
感
情
を
昇
華
し
た
末
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
知
る
よ
し
も
な

い
。管

野
須
賀
子
に
お
け
る
無
政
府
主
義
者
と
い
う
自
己
規
定
は
、
た
と
え
ば
学
問
的

覚
醒
と
社
会
的
実
践
が
相
乗
的
に
反
応
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
幸
徳
秋
水
の
無
政

府
主
義
者
へ
の
道
の
り
な
ど
と
比
べ
て
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
あ
り
、飛
躍
し
て
い
る
。

管
野
須
賀
子
に
お
い
て
、
民
衆
の
不
在
は
、
ま
っ
た
き
不
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
深
さ

を
持
た
ず
痕
跡
す
ら
示
さ
な
い
。
つ
ま
り
そ
の
不
在
は
無
政
府
主
義
者
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
獲
得
に
関
与
し
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
の
叫
び
は
、「
主
義
」
に
殉
じ
て
死
ぬ
と
も
、「
主
義
」
ゆ
え
に
死
を
避
け
ら

れ
な
い
と
も
聞
こ
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は
前
者
の
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
万
歳
」
が
照
応
す
る
は
ず
だ
が
、
こ
の
「
万
歳
」
の
声
が
か
き
消
す
の

は
、「
わ
れ
」
と
「
主
義
」
と
の
無
限
循
環
で
あ
る
。「
同
胞
千
万
人
」
の
た
め
に
死

ぬ
と
叫
べ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。「
万
歳
」
と
い
う
発
声
は
、「
わ
れ
」
が
無

政
府
主
義
者
と
し
て
の
死
を
主
体
的
に
受
け
入
れ
た
か
の
よ
う
に
み
せ
か
け
る
が
、

そ
れ
は
同
時
に
、
葛
藤
し
逡
巡
す
る
「
わ
れ
」
を
励
ま
し
、
無
定
形
で
流
動
的
な
何

も
の
か
を
と
も
か
く
も
一
つ
の
定
ま
っ
た
か
た
ち
に
凝
固
さ
せ
る
た
め
の
悲
痛
な
叫

び
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
て
く
る
。

５　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
／
歴
史
の
捏
造

振
動
す
る
複
数
の
「
名
」
を
生
き
る
身
体
は
、〈
ひ
と
つ
の
名
〉
に
よ
っ
て
標
識
と

生
身
の
身
体
と
を
違
和
感
な
く
結
合
さ
せ
て
生
き
る
者
た
ち
の
安
定
性
を
審
問
す

る
。
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
が
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
そ
の
結
果
だ
と
考
え

ら
れ
る
「
表
出
」
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
に
構
築
さ
れ
る
も
の
で

あ
る33

」
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
主
体
が
〈
ひ
と
つ
の
名
〉
の
獲
得
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
完
遂
し
た
よ
う
に
み
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
名
」
の
揺
れ
、
亀
裂
、
混

乱
を
封
じ
込
め
、
主
体
の
獲
得
を
宣
言
す
る
と
い
う
行
為
遂
行
性
の
上
に
か
ろ
う
じ

て
成
形
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

与
謝
野
晶
子
を
一
葉
よ
り
も
「
大
す
き
」
と
書
い
た
管
野
は
、
み
ず
か
ら
の
人
生

を
「
誰
に
書
か
れ
て
も
ど
う
せ
よ
く
言
は
れ
様
の
無
い
私
の
経
歴
」
と
『
死
出
の
道

艸34

』
に
記
し
て
い
た
が
、
同
じ
く
『
死
出
の
道
艸
』
に
、

廿
二
の
わ
れ
を
葬
る
見
た
ま
へ
と
ヰ
オ
リ
ン
の
糸
絶
ち
て
泣
き
し
日35
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と
い
う
新
詩
社
風
の
短
歌
を
書
き
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
歌
が
代
理
表
象
す
べ

き
悲
劇
的
な
「
閲
歴
」
を
生
き
て
き
た
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る36

。
し
か
し
、
歴
史

＝
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、起
源
の
捏
造
で
あ
る
。『
死
出
の
道
艸
』
で
次
々
と
抹

消
（
見
せ
消
ち
）
の
も
と
に
お
か
れ
た
そ
れ
ら
の
歌
は
、晶
子
の
「
名
」
に
よ
っ
て
抹

消
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
「
名
」
＝
「
一
葉
」
を
、
あ
る
い
は
一
葉
の
女
た
ち
を
マ
ー

ク
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
十
三
夜
」（「
文
芸
倶
楽
部
」
明
治
二
十
八
年
十
二
月
）
の
お

関
を
、
子
を
捨
て
て
決
然
と
離
婚
し
て
新
聞
記
者
と
な
り
、
父
母
や
弟
を
養
う
も
う

一
人
の
〈
管
野
須
賀
子
〉
と
な
っ
て
生
き
死
ん
で
い
く
可
能
性
の
も
と
に
置
き
直
し

て
み
れ
ば
よ
い
。

管
野
須
賀
子
は
、
自
由
民
権
運
動
最
盛
期
の
明
治
十
四
年
に
士
族
の
娘
と
し
て
大

阪
に
生
ま
れ
た
（
父
は
京
都
所
司
代
の
侍
、
維
新
後
裁
判
官
、
の
ち
代
言
人
と
な
っ
て
大
阪

地
裁
そ
ば
に
居
住
）。
や
が
て
鉱
山
師
と
な
っ
た
父
に
従
っ
て
四
国
や
九
州
の
炭
鉱
町

で
育
ち
、
し
だ
い
に
生
活
が
没
落
す
る
と
、
東
京
に
出
て
看
護
婦
見
習
と
な
っ
て
自

活
の
道
を
探
り
（
赤
十
字
社
の
試
験
に
合
格37
）、
さ
ら
に
、
比
較
的
豊
か
な
雑
貨
商
の
男

と
結
婚
。
父
の
病
を
契
機
に
帰
阪
し
、「
大
阪
朝
報
」
の
女
性
記
者
と
な
る
。

「
十
三
夜
」
の
お
関
の
離
縁
断
念
に
は
、子
の
存
在
が
重
要
な
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る

が
、
管
野
須
賀
子
に
は
「
十
三
夜
」
の
翻
案
と
も
い
え
そ
う
な
「
み
な
し
子
」（「
基

督
教
世
界
」
明
治
三
十
六
年
九
月
三
日
、
十
日
、
二
十
四
日
）
と
い
う
小
説
が
あ
る
。
望

ま
れ
て
結
婚
し
な
が
ら
飽
き
ら
れ
て
別
の
女
を
家
に
つ
れ
て
来
る
と
い
わ
れ
、
実
家

の
父
が
来
る
と
な
れ
ば
金
の
無
心
か
と
夫
か
ら
邪
推
さ
れ
る
秋
山
葉
子
は
、
十
五
夜

の
月
明
か
り
の
下
で
、
淀
川
に
身
投
げ
す
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
救
わ
れ
た
葉
子
は

や
が
て
伝
道
師
と
な
っ
て
、
巡
回
伝
道
で
小
樽
に
お
も
む
く
。
あ
る
夜
、
生
活
を
破

滅
さ
せ
後
妻
と
の
間
に
も
う
け
た
幼
子
と
二
人
で
流
浪
し
て
い
た
か
つ
て
の
夫
が
、

偶
然
葉
子
の
説
教
を
聞
き
、
そ
の
家
の
軒
先
に
子
供
と
悔
悟
の
置
き
手
紙
を
残
し
て

死
ん
で
い
く
。

あ
る
い
は
、「
噫
こ
の
子
」（「
み
ち
の
と
も
」
明
治
三
十
七
年
二
月
）
と
い
う
掌
篇
で

は
、
結
婚
前
に
子
を
な
し
、
男
の
家
に
認
知
さ
れ
な
い
ま
ま
に
先
立
た
れ
た
女
が
、

病
ん
だ
親
と
飢
え
た
兄
妹
が
い
る
生
活
に
抗
し
き
れ
ず
、
そ
の
子
を
男
の
家
の
門
前

に
捨
て
る
。
女
の
顔
に
浮
か
ぶ
「
大
な
る
決
心
の
色
」
の
さ
き
に
あ
る
の
が
、
自
死

な
の
か
、「
婬
売
」
な
の
か
「
紡
績
女
工
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
伝
道
師
な
の
か

新
聞
記
者
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

管
野
は
、
入
社
志
願
書
（「
大
阪
朝
報
」
明
治
三
十
五
年
七
月
三
十
一
日
）
の
な
か
で
、

「
男
子
の
す
る
丈
の
事
は
女
子
に
も
出
来
ぬ
筈
は
無
い
だ
ら
う
と
い
ふ
一
の
信
念
」を

貫
き
た
い
と
書
い
て
い
る38

。
こ
の「
信
念
」の
裏
返
し
と
も
い
え
る
捨
て
子
の
モ
チ
ー

フ
は
、「
十
三
夜
」
の
お
関
あ
る
い
は
一
葉
へ
の
最
大
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

し
か
し
皮
肉
に
も
、
宮
下
太
吉
が
爆
弾
実
験
の
成
功
を
管
野
ら
に
報
ず
る
「
赤
児

0

0

ノ
啼
声
カ
大
キ
ク
テ
驚
ロ
イ
タ39

」
と
い
う
言
葉
や
、
平
沼
騏
一
郎
の
「
動
機
ハ
信
念

0

0

ニ
ア
ル
」
と
い
う
言
葉
が
管
野
の
生
涯
を
何
重
に
も
上
書
き
す
る
。
検
事
の
声
と
爆

弾
の
響
き
は
、
管
野
須
賀
子
の
発
話
を
か
き
消
し
、「
名
」
を
攪
乱
し
た
の
で
あ
る
。

も
は
や
そ
の
発
話
／
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
本
当
の
起
源
を
探
り
当
て
る
こ
と
な
ど

誰
に
も
で
き
な
い
。

６　
「
下
駄
の
始
末
」
と
「
自
由
」

記
者
と
な
っ
て
か
ら
の
主
張
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
平
等
主
義
と
社
会
衛
生
思
想
が

混
交
し
た
矯
風
会
的
な
婦
人
解
放
論
／
廃
娼
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、同
時
代
の「
覚

醒
」
し
た
女
性
の
も
の
と
し
て
は
格
別
の
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に

大
阪
婦
人
矯
風
会
に
は
い
り
、
洗
礼
も
受
け
て
い
る
。

し
か
し
変
化
は
日
露
戦
争
の
頃
に
お
こ
る
。
非
戦
小
説
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
短
い

小
説
を
天
理
教
の
「
み
ち
の
と
も
」
な
ど
に
書
い
て
い
た
頃
、
京
都
の
室
町
教
会
で

行
わ
れ
た
関
西
婦
人
大
祈
禱
会
（
明
治
三
十
八
年
四
月
六
日
）
に
参
加
し
た
報
告
を
「
基
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督
教
世
界
」（
同
年
五
月
十
一
日
）
に
書
き
綴
っ
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
近
く
に
、「
各

教
会
代
表
者
の
、
と
り
ど
り
な
る
報
告
あ
り
し
が
、
要
す
る
に
此
一
ヶ
年
間
は
、
各

教
会
と
も
軍
人
遺
家
族
、
傷
病
兵
、
俘
虜
等
の
慰
問
せ
し
が
重
な
る
働
ら
き
に
て
、

他
に
之
ぞ
と
記
す
程
の
事
も
無
か
り
し40

」
と
書
き
足
し
た
の
は
、
戦
時
体
制
に
捲
き

込
ま
れ
、
そ
れ
を
補
完
す
る
し
か
な
い
キ
リ
ス
ト
教
会
の
方
針
へ
の
不
満
と
、
そ
れ

を「
襟
を
正
し
て
謹
聴
」し
て
い
る
自
分
た
ち
の
現
状
に
対
す
る
迷
い
の
表
れ
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
の
前
年
の
大
会
報
告
（「
基
督
教
世
界
」
明
治
三
十
七
年
五
月
十
二
日
）
で

は
、「
真
に
天
国
の
楽
園
も
斯
く
や
と
忍
ば
る
ゝ
ば
か
り
楽
し
げ41

」
と
記
し
て
い
た
の

と
、
そ
の
ト
ー
ン
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。

平
行
し
て
、
明
治
三
十
七
年
七
月
に
平
民
社
で
堺
利
彦
と
初
め
て
会
い
、
同
年
十

月
に
は
大
阪
平
民
新
聞
読
書
会
の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
る
（「
平
民
新
聞
」
第
五
一

号
）。
さ
ら
に
翌
年
一
月
に
は
大
阪
同
志
会
を
設
立
（「
平
民
新
聞
」
第
六
二
号
）
し
て

い
る
。
森
近
運
平
の
「
大
阪
平
民
新
聞
」（
明
治
四
十
年
六
月
創
刊
）
に
さ
き
が
け
て
、

大
阪
で
の
拠
点
作
り
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
和
歌

山
県
田
辺
町
の
「
牟
婁
新
報
」
に
移
っ
た
管
野
は
、
三
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
号

に
、「
我
等
が
理
想
は
、
四
民
平
等
の
社
会
主
義
な
り
」（「
筆
の
雫42
」）
と
書
く
こ
と
に

な
る
。

日
露
戦
争
が
堺
利
彦
や
幸
徳
秋
水
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
だ
っ
た
よ
う
に
、
管

野
須
賀
子
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時

期
の
多
面
的
な
活
動
を
た
だ
単
に
過
渡
期
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
ま
ち
が
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
戦
時
下
の
「
女
性
」
を
問
題
項
と
し
て
前
景
化
さ
せ
た
と
き
、
管
野
が

き
わ
め
て
周
到
に
複
数
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
準
備
し
、
活
動
と
言
論
の
場
を
同
時
並
行

的
に
確
保
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
そ
れ
は
、
彼
女

の
生
活
に
即
し
た
努
力
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
の
管
野
が
、
社
会
主
義
者
と
し
て
の
活
動
に
重
心
を
移
し
て
い
っ
た
と
き
に
奇

妙
な
現
象
が
生
じ
る
。
婦
人
問
題
に
関
す
る
記
事
は
、新
た
に
勤
め
た
「
毎
日
電
報
」

（
在
籍
・
明
治
三
九
年
十
二
月
〜
四
十
一
年
八
月
）
に
い
く
ら
か
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
公

娼
許
可
を
憤
っ
た
「
県
下
の
女
子
に
檄
す
」（「
牟
婁
新
報
」
明
治
三
十
九
年
三
月
三
日
）

の
よ
う
な
高
い
調
子
は
影
を
潜
め
、「
妻
吉
の
今
日
此
頃
」（「
毎
日
電
報
」
明
治
四
十
年

二
月
十
五
日
）
や
、「
恋
」（「
毎
日
電
報
」
明
治
四
十
一
年
一
月
三
十
一
日
）
の
よ
う
に
、

ひ
と
り
の
女
の
生
に
寄
り
添
う
よ
う
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
感
想
を
書
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
、記
者
と
し
て
の
成
熟
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、「
奇
妙
」
で
あ
る
の
は
こ
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
活
動
・
言
論
そ
の

も
の
が
ま
た
た
く
ま
に
減
少
し
、
以
後
、
ま
と
ま
っ
た
記
事
を
読
む
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。　

明
治
四
十
一
年
六
月
の
赤
旗
事
件
で
は
、
堺
利
彦
ら
男
性
社
会
主
義
者
へ
の
過
重

な
有
罪
判
決
に
対
し
て
、
逮
捕
さ
れ
た
管
野
を
含
む
四
人
の
女
性
は
全
員
執
行
猶
予

つ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
管
野
は
「
毎
日
電
報
」
の
職
を
失
う
。「
大
阪
朝
報
」
に

就
職
し
て
以
来
、
彼
女
が
一
貫
し
て
読
者
に
語
り
か
け
て
き
た
こ
と
は
、
反
戦
、
廃

娼
で
あ
り
、
と
き
に
は
、
赤
十
字
社
の
試
験
に
も
合
格
し
た
と
い
う
経
歴
に
も
と
づ

く
生
活
上
の
心
得
や
知
識
の
普
及
、
読
書
の
趣
味
の
重
要
性
な
ど
、
主
と
し
て
「
女

子
」
の
人
権
と
生
活
の
擁
護
や
文
化
の
確
立
に
む
け
ら
れ
て
い
た
。
内
国
博
覧
会
で

の
芸
妓
舞
踊
に
廃
娼
論
者
と
し
て
反
対
し
、
一
方
で
す
ぐ
れ
た
資
質
を
持
つ
芸
妓
を

新
聞
で
紹
介
し
た
り
、
堀
江
六
人
斬
り
事
件
で
両
腕
を
失
い
な
が
ら
芸
事
に
た
ず
さ

わ
る
妻
吉
を
取
材
し
て
い
た
り
、
管
野
の
思
想
と
実
践
は
柔
軟
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
で
あ
っ
た
。
管
野
須
賀
子
に
人
民
／
民
衆
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
女

の
記
事
の
読
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
。

失
職
の
後
、
管
野
は
、
谷
思
慎
や
宋
教
人
ら
が
い
た
中
国
人
留
学
生
の
下
宿
「
神

谷
荘
」
の
「
家
事
」
を
手
伝
う
こ
と
に
な
る43

。
社
会
主
義
運
動
に
参
加
し
、
弾
圧
に

よ
っ
て
活
動
領
域
が
減
少
し
た
と
た
ん
に
、
女
性
運
動
家
に
与
え
ら
れ
た
役
割
が
中

国
人
革
命
運
動
家
た
ち
の
も
と
で
の
家
事
労
働
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は

―
仮
に
管

野
み
ず
か
ら
が
名
乗
り
出
た
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も

―
社
会
主
義
運
動
に
お
け
る
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
構

造
は
、の
ち
の
労
働
運
動
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
福
永
操
（
是
枝
恭
二
の
妻
）
と
丹
野
セ
ツ
（
渡
辺
政
之
輔
の
妻
）
は
あ
る
座

談
会
の
中
で
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。「
福
永 

ほ
ん
と
に
ア
ジ
ト
の
世
話
だ
っ
た

ね
。
だ
か
ら
、
婦
人
運
動
の
指
導
な
ん
か
で
き
る
余
裕
も
な
か
っ
た
し
、
さ
せ
ら
れ

も
し
な
か
っ
た
。
／
丹
野 
そ
う
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
ほ
ん
と
に
後
か
ら
で
き
た
ハ

ウ
ス
・
キ
ー
パ
ー
と
い
う
形
で
す
よ
ね
。
／
福
永 

と
て
も
ハ
ウ
ス
・
キ
ー
パ
ー
の
力

が
強
か
っ
た
。
／
丹
野 

非
合
法
で
集
ま
る
と
き
な
ん
か
は
七
、八
人
集
ま
り
ま
す
か

ら
、
そ
れ
の
下
駄
の
始
末
か
ら
食
事
の
世
話
か
ら
…
…44

」。

明
治
三
十
九
年
十
月
に
上
京
し
た
管
野
姉
妹
は
、同
月
二
十
八
日
に
催
さ
れ
た「
社

会
主
義
婦
人
会
」
に
出
席
し
た
。
そ
の
「
席
上
須
賀
子
は
寒
村
新
夫
人
と
し
て
紹
介

さ
れ45

」
て
い
る
。『
寒
村
自
伝
』
の
文
言
に
ひ
そ
む
悪
意
だ
け
を
と
り
た
て
て
非
難
す

る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
問
題
の
所
在
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
寒
村
の
短
編

小
説
「
舞
姫
」（
日
刊
「
平
民
新
聞
」、
明
治
四
十
年
一
月
十
五
日
）
が
、
友
人
た
ち
か
ら

樋
口
一
葉
の
「
た
け
く
ら
べ
」
に
も
比
す
べ
き
も
の
と
激
賞
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
場

に
い
た
管
野
は
、
妹
秀
子
と
と
も
に
「
下
駄
の
始
末
」
や
「
食
事
の
世
話
」
に
立
ち

働
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。清
水
卯
之
助
が
晩
年
の
寒
村
に
取
材
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
と
き
管
野
は
「「
ホ
ス
テ
ス
」
役
を
つ
と
め
た46

」
と
寒
村
が
回
答
し
て
い
る
の
は

意
味
深
い
。
樋
口
一
葉
に
比
し
て
称
賛
を
浴
び
る
寒
村
と
、
そ
の
称
賛
者
た
ち
を
も

て
な
す
管
野
須
賀
子
。
彼
女
の
生
は
、〈
一
葉
〉
と
い
う
テ
ク
ス
ト
か
ら
何
重
に
も
へ

だ
て
ら
れ
て
い
る
。

「
毎
日
電
報
」
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
が
東
京
に
拠
点
を
持
つ
た
め
に
「
電
報
新

聞
」
を
買
収･

改
題
し
た
も
の
で
、
の
ち
に
「
東
京
日
日
新
聞
」
を
大
毎
が
ひ
き
う

け
る
に
あ
た
っ
て
そ
こ
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
新
聞
で
あ
る
。
そ
の
改
題
創
刊
に
あ

た
っ
て
社
会
部
記
者
と
し
て
採
用
さ
れ
、
月
給
二
十
五
円
を
と
っ
て
い
た
管
野
と
、

日
刊
「
平
民
新
聞
」
の
編
集
で
平
民
社
か
ら
十
五
円
を
得
て
い
た
寒
村
。
た
し
か
に

若
く
し
て
文
才
と
行
動
力
を
兼
ね
備
え
『
谷
中
村
滅
亡
史
』（
平
民
書
房
、明
治
四
十
年

八
月
）
を
瞬
時
に
書
き
上
げ
た
寒
村
と
は
い
え
、
社
会
生
活
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
で

は
ま
だ
管
野
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
し
か
し
、
社
会
主
義
運
動
に
お
い
て
、
ま
た
、

妻
た
り
夫
た
る
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
位
置
は
逆
転
す
る
。
先
の
座
談
会
に
出
席
し

て
い
た
鍋
山
貞
親
夫
人
歌
子
や
、
同
時
代
の
三
田
村
四
郎
夫
人
九
津
見
房
子
は
、
運

動
の
実
践
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
転
向
し
て
反
共
主
義
者
と
な
っ
た
夫
を

支
え
つ
づ
け
て
い
る
。彼
女
た
ち
の
身
体
は
、孤
立
し
た
獄
中
の
夫
へ
の
献
身
に
よ
っ

て
、転
向
を
な
し
崩
し
的
に
実
践
し
て
し
ま
う
（
あ
る
い
は
そ
う
し
た
判
断
の
対
象
か
ら

も
除
外
さ
れ
る
）。
こ
の
奇
妙
か
つ
面
妖
な
権
力
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
を
社
会
主
義
運

動
が
内
在
的
に

―
あ
る
い
は
本
質
的
に

―
抱
え
持
た
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
管
野
須
賀
子
は
す
で
に
身
を
も
っ
て
告
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

管
野
は
、
寒
村
と
離
婚
し
て
い
た
（
と
取
り
調
べ
で
供
述
し
て
い
る47
）
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
赤
旗
事
件
で
獄
中
に
い
る
寒
村
の
た
め
に
「
妻
」
と
届
け
出
て
差
し
入
れ
な

ど
を
お
こ
な
っ
た
。
拷
問
に
対
す
る
同
情
か
ら
、差
し
入
れ
の
便
宜
の
た
め
に
「
妻
」

と
い
う
立
場
を
使
用
し
た
の
で
あ
る48

。
彼
女
は
こ
う
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
の

所
在
を
は
っ
き
り
と
指
し
示
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
獄
中
に
い
る
間
に
一

派
の
領
袖
に
妻
を
寝
取
ら
れ
た
と
寒
村
が
本
気
で
信
じ
て
い
た
と
す
れ
ば（
寒
村
は
出

獄
後
ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
て
二
人
を
探
索
し
た
）、
自
身
の
軽
率
な
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
が
惹
起
し

た
赤
旗
事
件
の
重
大
な
結
果
と
、「
夫
」
で
あ
る
ば
か
り
に
え
て
い
た
優
位
的
な
待
遇

の
双
方
に
対
す
る
顧
慮
の
な
さ
は
驚
く
べ
き
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
構
造
的
な
問

題
で
あ
り
「
責
任
」
の
す
べ
て
が
寒
村
個
人
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）。

明
治
四
十
二
年
七
月
、「
自
由
思
想
」
が
二
号
と
も
発
禁
と
な
っ
て
管
野
が
病
床
か

ら
検
挙
さ
れ
て
未
決
監
に
は
い
り
、
差
し
入
れ
を
受
け
る
側
と
な
っ
て
か
ら
、
彼
女

は
千
葉
監
獄
の
寒
村
に
宛
て
て
、
秋
水
と
の
結
婚
と
寒
村
と
の
絶
縁
を
告
げ
る
書
簡

を
送
付
し
、
寒
村
は
そ
れ
を
了
承
す
る
返
信
を
出
し
て
い
る
。
運
動
の
実
践
と
感
情

が
絡
み
合
い
、
そ
れ
を
明
確
に
分
離
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
の
ち
の
寒
村
が
、「
や
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や
冷
却
し
て
い
た
私
た
ち
の
関
係
は
、
こ
の
事
件
〔
赤
旗
事
件
〕
が
起
っ
て
以
来
ヨ

リ
の
も
ど
っ
た
形
で
、
彼
女
は
私
の
内
縁
の
妻
と
し
て
身
分
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
た49

」

と
、「
身
分
帳
」
に
保
証
を
求
め
な
が
ら
語
る
の
は
本
末
を
転
倒
さ
せ
た
論
理
で
あ

る
。
須
賀
子
か
ら
寒
村
へ
の
絶
縁
状
に
は
、「
寒
村
が
私
を
「
奴
隷
視
」
し
た
と
か
、

「
私
有
財
産
視
」
し
た
と
か
書
い
て
あ
っ
た50

」
と
い
う
。

人
間
の
流
動
的
で
不
定
形
な
関
係
性
に
夫
・
妻
と
い
う
固
定
的
な
親
族
呼
称
を
押

し
与
え
る
の
は
、
単
に
当
事
者
の
自
発
的
意
志
に
も
と
づ
く
契
約
だ
け
で
は
な
い
。

夫
婦
関
係
を
双
方
が
確
認
し
あ
う
さ
い
、
権
力
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
と
の
意
識
的
・

無
意
識
的
な
密
約
が
そ
こ
に
か
ら
み
つ
き
、
そ
の
構
造
の
一
部
と
し
て
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
く
。
管
野
須
賀
子
や
荒
畑
寒
村
は
そ
れ
に
か
ら
め
取
ら
れ
た
と
い
う
言
い
方

も
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
あ
え
て
寒
村
個
人
に
非
が
あ
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
、

「
自
由
恋
愛
」
と
い
う
社
会
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
忠
実
に
守
っ
て
、自
分
こ
そ
が

「
夫
」で
あ
る
と
一
度
た
り
と
も
主
張
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
管
野
の
過
去
を
暴
い
て

の
の
し
る
こ
と
も
、
す
べ
て
は
、
彼
自
身
の
ナ
イ
ー
ブ
な
「
気
弱
さ
」
の
裏
返
し
に

す
ぎ
な
い
。
自
分
は
ま
だ
「
夫
」
で
あ
る
と
宣
言
す
る
代
わ
り
に
、
ピ
ス
ト
ル
を
手

に
後
を
追
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
彼
は
、「
自
分
は
一
度
た
り
と
も
真
の
夫
と
み
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
い
を
、
み
ず
か
ら
の
手
で
確
信
に
変

え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か51

。
そ
の
痛
苦
は
、
い
さ
さ
か
た
り
と
も
癒
さ

れ
る
間
も
な
く
、
秋
水
も
須
賀
子
も
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
彼
の
ト
ラ
ウ
マ
は
、
ピ
ス

ト
ル
に
よ
っ
て
も
、
悪
罵
に
よ
っ
て
も
代
補
さ
れ
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

い
く
つ
も
の
モ
デ
ル
小
説
が
あ
る
な
か
で
、
性
的
逸
脱
の
物
語
で
は
な
く
、
管
野

須
賀
子
の
身
体
の
上
で
起
こ
っ
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
に
切
り
込
ん
だ
の

は
平
出
修
の
「
計
画
」（「
ス
バ
ル
」
大
正
元
年
十
月
）
の
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

こ
に
は
明
治
四
十
三
年
五
月
に
、換
金
刑
を
受
け
に
下
獄
（
獄
中
で
大
逆
事
件
が
発
覚
）

す
る
直
前
の
須
賀
子
（
作
中
「
す
ず
子
」）
と
秋
水
（
同
「
亨
一
」）
が
、と
く
に
前
者
の

内
面
に
よ
り
そ
っ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
た
。

亨
一
の
別
れ
た
妻
に
対
す
る
送
金
を
頼
ま
れ
た
す
ず
子
は
、
そ
れ
を
「
残
酷
」
な

仕
事
だ
と
い
う
。
い
ろ
い
ろ
に
な
だ
め
す
か
せ
る
言
葉
の
中
で
亨
一
は
、「
妻
と
云
ふ

詞
が
従
属
的
の
意
義
を
も
つ
て
居
る
と
す
れ
ば
、貴
方
は
私
の
妻
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

貴
方
は
貴
方
で
、
独
立
の
女
と
し
て
、
私
は
貴
方
の
人
格
を
尊
重
し
ま
せ
う
」
と
語

り
、「
も
う
い
い
で
せ
う
。
神
経
が
起
き
る
と
又
い
け
な
い
か
ら
」
と
会
話
を
中
止
す

る
。
す
ず
子
は
「
も
う
よ
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
出
せ
な
い
ま
ま
た
だ
悲
し

く
な
る
。
そ
し
て
、
換
金
の
労
役
に
つ
く
覚
悟
を
次
の
よ
う
に
語
る
。「
自
由
、
自
由

つ
て
ど
ん
な
に
絶
叫
し
て
居
て
も
、
到
底
与
へ
ら
れ
な
い
自
由
で
す
も
の
、
い
つ
そ

極
端
な
不
自
由
の
裡
に
身
を
置
い
て
し
ま
へ
ば
、
却
つ
て
自
由
が
得
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」。
平
出
は
、
管
野
の
自
由
と
い
う
問
題
を
、
著
述
に
専
念
し
よ
う
と
す
る

秋
水
へ
の
愛
情
と
、
運
動
（
計
画
）
へ
の
覚
悟
と
の
あ
い
だ
に
据
え
て
い
る
。
し
か

し
、
平
出
も
「
あ
の
事
を
止
め
て
し
ま
へ
ば
自
分
は
「
た
だ
の
女
」
と
な
つ
て
し
ま

ふ
」
と
す
ず
子
に
想
像
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
触
れ
て
い
る
が
、「
た

だ
の
女
」
と
は
、あ
の
寒
村
の
時
と
同
じ
よ
う
に
も
う
一
度
「
細
君
」
と
な
っ
て
「
家

事
ノ
取
締52

」
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
立
し
て
生
き
る
こ
と
を
選
択
し
た
一
人
の

女
が
最
後
に
選
び
取
っ
た
「
計
画
」
は
、
残
さ
れ
た
唯
一
の
「
自
由
」
の
領
域
へ
と

生
の
跳
躍
を
試
み
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

結
果
的
に
、
管
野
須
賀
子
が
属
し
て
い
た
男
性
を
中
心
と
す
る
社
会
主
義
者
た
ち

の
グ
ル
ー
プ
は
、
豊
富
な
言
論
活
動
の
経
験
を
有
し
て
い
る
ひ
と
り
の
女
性
同
志
の

能
力
を
、
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
ま
に
、
突
出
し
た
行
動
に
進
ま

せ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
大
逆
事
件
を
論
議
す
る
さ
い
に
、
女
性
の
言
論

の
自
由
、
活
動
の
自
由
へ
の
複
合
的
な
抑
圧
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
問

題
と
さ
れ
な
い
。
権
力
に
よ
る
「
で
っ
ち
あ
げ
」
の
前
で
は
、
そ
れ
は
殊
更
に
あ
げ



三
九

逆
徒
の
「
名
」

295

つ
ら
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
先
述
の
よ
う
に
、
こ

れ
は
、そ
の
後
の
労
働
運
動
／
文
化
運
動
に
お
け
る
女
性
指
導
者
の
役
割
、大
衆
（
特

に
紡
績
関
係
の
大
半
は
女
性
）
の
獲
得
と
い
う
問
題
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

前
掲
の
女
性
た
ち
の
座
談
会
を
企
画
し
た
石
堂
清
倫
は
、
そ
の
記
録
映
画
の
な
か

で
、
戦
前
の
共
産
党
指
導
部
の
な
か
に
は
、
党
組
織
に
お
い
て
は
男
女
平
等
が
実
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
建
前
に
、
婦
人
部
の
創
設
を
強
固
に
反
対
す
る
者
が
い
た
と
証

言
し
て
い
る
。
大
逆
事
件
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
問
題
を
、
組
織
論
・
運
動
理
論

の
面
か
ら
批
判
的
に
検
証
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
表
れ
が
、
管
野
須
賀
子

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
難
破
し
た
話
」
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
社
会
・
労
働
・

文
化
運
動
に
ま
た
が
る
も
っ
と
も
深
刻
な
亀
裂
の
あ
り
か
を
、
振
動
し
つ
づ
け
る
そ

の
「
名
」
は
指
し
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注①　
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
一
月
十
八
日
開
始
。
二
十
四
日
ま
で
。
神
崎
清
編

『
獄
中
手
記
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
五
〇
年
）、
同
『
新
編
獄
中
手
記
』（
世
界
文

庫
、
一
九
六
四
年
）、
同
『
明
治
文
学
全
集
96 

明
治
記
録
文
学
集
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
六
七
年
）、『
管
野
須
賀
子
全
集
』
第
二
巻
（
弘
隆
社
、
一
九
八
四
年
）
に
所
収
。

本
稿
で
は
全
集
版
本
文
に
よ
っ
た
。

②　

山
泉
進
「
資
料
紹
介 

堺
利
彦
書
簡
二
通
」（『
大
逆
事
件
を
あ
き
ら
か
に
す
る
会

ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
六
号
、
二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
四
日
）。

③　

森
山
重
雄
『
大
逆
事
件
＝
文
学
作
家
論
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
八
頁
。

④　

平
出
修
宛
書
簡
（
明
治
四
十
四
年
一
月
九
日
付
）
に
「
晶
子
女
史
は
鳳
を
名
乗
ら
れ

候
頃
よ
り
私
の
大
す
き
な
人
に
て
候　

紫
式
部
よ
り
も
一
葉
よ
り
も
日
本
の
女
性
中

一
番
す
き
な
人
に
候
」
と
あ
る
。
管
野
全
集
第
三
巻
、
一
七
八
頁
。

⑤　

大
野
亮
司
は
同
書
の
書
評
に
お
い
て
、
抑
圧
・
隠
蔽
に
よ
る
象
徴
界
（
天
皇
制
）
の

秩
序
の
成
立
・
維
持
と
い
う
図
式
の
「
貧
し
さ
」
を
指
摘
し
て
い
る
。「
日
本
近
代
文

学
」（
二
〇
〇
二
年
五
月
）
所
収
。

⑥　

神
崎
『
革
命
伝
説
』
第
二
巻
、
一
八
八
頁
。

⑦　

同
前
、
第
三
巻
、
二
四
頁
。

⑧　

管
野
全
集
第
三
巻
、
二
二
二
頁
。

⑨　

な
お
『
社
会
主
義
者
沿
革
』
の
記
録
に
は
「
一
時
ハ
重
態
」
と
あ
る
の
み
で
症
状
や

原
因
に
は
触
れ
て
い
な
い
。『
続
・
現
代
史
資
料 

社
会
主
義
者
沿
革
』（
み
す
ず
書
房
、

一
九
八
四
年
）
一
九
九
頁
。

⑩　

管
野
全
集
第
二
巻
、
二
三
五
頁
。

⑪　

平
出
修
メ
モ
「
大
逆
事
件
特
別
法
廷
覚
書 

第
四 

平
沼
検
事
論
告
」
に
よ
る
。『
定

本
平
出
修
集
〈
続
〉』（
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
）
四
八
四
頁
。

⑫　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
著
、
合
田
正
人
訳
『
固
有
名
』（
み
す
ず
書
房
、

一
九
九
四
年
）
四
〜
五
頁
。
原
著
一
九
七
六
年
刊
。

⑬　

島
村
輝
「「
社
会
主
義
者
捕
縛
」
か
ら
「
逆
徒
の
死
骸
引
取
」
ま
で
―
「
大
逆
事
件
」

と
〈
死
〉
の
言
説
構
制
」（「
文
学
」
一
九
九
四
年
夏
号
）。

⑭　
「
東
京
曙
新
聞
」（
明
治
十
二
年
二
月
十
二
日
）。

⑮　

前
田
愛
「
高
橋
お
伝
と
絹シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
道
」、『
前
田
愛
著
作
集
』
第
四
巻
（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
九
年
）
五
五
頁
。

⑯　
「
幸
徳
伝
次
郎
他
二
十
五
名
大
逆
事
件
判
決
書
」（
大
逆
事
件
の
真
実
を
あ
き
ら
か
に

す
る
会
、
発
行
年
不
明
）
一
一
〜
二
頁
。
塩
田
庄
兵
衛
・
渡
辺
順
三
編
『
秘
録
・
大
逆

事
件
』
下
巻
（
春
秋
社
、
一
九
五
九
年
）
所
収
の
判
決
書
に
は
〔　

〕
内
の
語
が
あ

る
。
原
本
未
見
。

⑰　
「
時
事
新
報
」（
明
治
四
十
四
年
一
月
十
九
日
）。

⑱　

渡
部
直
己
『
不
敬
文
学
論
序
説
』
に
い
う
「
中
心
点
の
す
り
か
え
」（
六
〇
頁
）
に

相
当
。

⑲　

社
会
主
義
に
関
す
る
内
容
で
の
出
版
法
違
反
は
、
例
年
二
十
件
以
内
で
あ
っ
た
が
、

一
斉
処
分
の
方
針
に
よ
っ
て
予
審
中
の
明
治
四
十
三
年
九
月
だ
け
九
十
二
件
と
突
出

す
る
。
大
逆
事
件
関
係
で
は
死
刑
執
行
後
に
処
分
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、社
会
主

義
そ
の
も
の
へ
の
広
範
囲
な
規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。同
事
件

期
間
の
新
聞
紙
法
違
反
は
、
社
会
主
義
者
が
関
係
す
る
も
の
十
二
件
、
そ
の
他
記
事
内

容
が
社
会
主
義
に
関
す
る
も
の
二
十
七
件
で
あ
る
。
山
泉
進
「「
大
逆
事
件
」
の
言
説

空
間
」、
同
編
『
大
逆
事
件
の
言
説
空
間
』（
論
創
社
、
二
〇
〇
七
年
）
九
〜
一
一
頁
。

⑳　

前
掲
、
神
崎
編
『
獄
中
手
記
』
一
二
二
頁
。

㉑　

管
野
全
集
第
三
巻
、
二
一
三
頁
。
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㉒　

初
出
「
自
由
燈
」
明
治
十
七
年
十
二
月
十
日
〜
十
八
年
四
月
三
日
。
ス
テ
プ
ニ
ャ
ク

『
地
下
ロ
シ
ア
』U

n
dergrou

n
d R

u
ssia

（
原
典
イ
タ
リ
ア
語
、一
八
八
二
年
刊
）
の

翻
案
。
ソ
フ
ィ
ア
ら
の
絞
首
刑
は
管
野
の
誕
生
し
た
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
四
月

三
日
。

㉓　
『
日
本
近
代
文
学
大
系
第
二
巻 

明
治
政
治
小
説
集
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）

一
五
五
頁
。

㉔　

い
ず
れ
も
内
藤
前
掲
書
に
「
病
ん
だ
女
と
し
て
形
象
化
さ
れ
た
「
無
政
府
主
義
」
の

女
の
対
極
」（
三
一
六
頁
）
の
証
明
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

㉕　

谷
川
恵
一
は
「
宮
崎
夢
柳
と
『
鬼
啾
啾
』」
で
、「「
志
士
仁
人
」
と
い
え
ば
男
性
し

か
思
い
う
か
ば
な
か
っ
た
よ
う
に
、女
性
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
と
日
本
の
「
革
命
党
」
と
は

や
は
り
し
っ
く
り
と
は
む
す
び
つ
き
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
『
歴
史
の
文
体 

小
説
の
す
が
た
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
、
三
二
六
頁
。

㉖　

同
前
、
三
五
四
頁
。

㉗　
「
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
」（
明
治
十
四
年
五
月
十
三
―
四
日
号
）、
前
掲
『
日
本
近
代

文
学
大
系
』
第
二
巻
、
四
四
七
頁
。

㉘　

谷
川
前
掲
書
、
三
五
三
頁
。

㉙　

管
野
全
集
第
二
巻
、
二
五
一
頁
。

㉚　

宮
下
太
吉
第
一
回
予
審
調
書
（
明
治
四
十
三
年
六
月
四
日
）。
塩
田
庄
兵
衛
・
渡
辺

順
三
編
『
秘
録
・
大
逆
事
件
』
上
巻
（
春
秋
社
、
一
九
五
九
年
）
一
二
〇
頁
。

㉛　

処
刑
に
立
ち
会
っ
た
看
守
菅
野
丈
右
ヱ
門
の
証
言
。
神
崎
『
革
命
伝
説
』
第
四
巻
、

二
三
二
頁
。

32　

も
っ
と
も
直
前
の
も
の
で
は
三
日
前
の
平
出
修
宛
は
が
き
（
明
治
四
十
四
年
一
月

二
十
二
日
付
）
参
照
。
管
野
全
集
第
三
巻
、
一
八
七
頁
。

33　

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
著
、
竹
村
和
子
訳
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』（
青
土

社
、
一
九
九
九
年
）
五
八
〜
九
頁
。

34　

管
野
全
集
第
二
巻
、
二
六
八
頁
。

35　

管
野
全
集
第
二
巻
、
二
五
六
頁
。
一
月
二
十
日
の
項
に
あ
る
二
十
三
首
の
中
の
一

首
。
た
だ
し
、
す
べ
て
消
去
さ
れ
、
見
せ
消
ち
と
な
っ
て
い
る
。

36　

寒
村
に
否
定
的
な
清
水
卯
之
助
も
こ
の
歌
を
引
い
て「
彼
女
と
関
西
文
壇
の
長
老
宇

田
川
文
海
の
老
い
ら
く
の
情
事
を
指
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」と
の
推
測
を
開
始
し
て

い
る
。
清
水
『
管
野
須
賀
子
の
生
涯
』、
二
九
頁
。

37　

大
谷
『
管
野
ス
ガ
と
石
上
露
子
』、
二
九
頁
。
清
水
『
管
野
須
賀
子
の
生
涯
』
二
五

頁
。

38　

大
谷
前
掲
書
、
四
七
頁
。
清
水
前
掲
書
、
三
七
頁
。

39　

第
二
回
予
審
調
書
（
明
治
四
十
三
年
六
月
五
日
）。
管
野
全
集
第
三
巻
、二
三
〇
頁
。

傍
点
村
田
。
次
の
引
用
も
同
じ
。

40　

管
野
全
集
第
二
巻
、
三
六
頁
。

41　

管
野
全
集
第
二
巻
、
九
頁
。

42　

管
野
全
集
第
二
巻
、
四
〇
頁
。

43　

清
水
前
掲
書
、二
四
五
頁
。
こ
の
時
期
か
ら
接
近
し
は
じ
め
る
幸
徳
秋
水
の
紹
介
か

も
し
れ
な
い（
秋
水
ら
の
金
曜
会
グ
ル
ー
プ
と
留
日
中
国
人
は
赤
旗
事
件
ま
で
緊
密
な

関
係
が
あ
っ
た
）。

44　
「《
座
談
会
》
労
働
運
動
の
な
か
の
先
駆
的
女
性
た
ち
」（「
運
動
史
研
究
」
第
十
一
巻

〔
三
一
書
房
、
一
九
八
三
年
二
月
〕
所
収
、
一
〇
三
頁
）。
羽
田
澄
子
監
督
に
よ
り
記
録

映
画
﹇
女
た
ち
の
証
言
﹈（
一
九
九
六
年
）
と
し
て
公
開
。

45　

清
水
前
掲
書
、
一
六
三
頁
。

46　

清
水
前
掲
書
、
一
六
九
頁
。
こ
の
時
の
女
中
の
存
在
は
不
明
。

47　

赤
旗
事
件
以
前
に
協
議
の
上
離
婚
と
供
述
（
管
野
全
集
第
三
巻
、
二
〇
七
頁
）。

48　

第
一
回
予
審
調
書
。
管
野
全
集
第
三
巻
、
二
〇
八
頁
。

49　
『
荒
畑
寒
村
著
作
集
』
第
九
巻
、
二
七
四
頁
。

50　

清
水
前
掲
書
、
二
八
一
頁
。

51　

堺
為
子
の
貴
司
山
治
宛
書
簡
（
一
九
五
五
年
七
月
六
日
）
に
、管
野
は
「
寒
村
の
事

を
カ
ツ
チ
ヤ
ン

く
と
云
ふ
て
い
ま
し
た
」
と
あ
る
。
本
誌
収
録
。

52　

第
六
回
予
審
調
書
（
四
十
三
年
六
月
十
三
日
）。「
小
泉
〔
策
太
郎
〕
カ
暫
時
普
通
ノ

細
君
ト
ナ
ツ
テ
家
事
ノ
取
締
モ
為
シ
幸
徳
ノ
事
業
モ
扶
ケ
テ
貰
度
ト
申
ス
カ
ラ
私
モ

其
時
ハ
夫
レ
ヲ
承
諾
シ
タ
ノ
テ
ス
カ
湯
河
原
ニ
参
ツ
テ
二
人
テ
生
活
シ
テ
見
ル
ト
ド

ウ
モ
幸
徳
ト
気
カ
合
ハ
ス
且
ツ
自
由
ヲ
束
縛
セ
ラ
ル
ヽ
カ
ラ
寧
ロ
別
レ
ル
ト
言
フ
事

ニ
シ
タ
ノ
テ
ス
」
管
野
全
集
第
三
巻
、
二
四
八
〜
九
頁
。

（
本
学
文
学
部
助
教
）


